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1 id 


PWR: allt 津 Ai 
Beet wt A e Ee 
me OK ae ee 

Fe 

a Branchville 7E si Ao 
討 

b Redding FEMI > bit 

c Lieselschlucht jt hy #8 G © 
iit 

d Puklice, Klando 及び Pri- 
byslavi 産 本 格 石 の 検討 

e Ehrenfriedersdorf 及 び 
Schwarzenberg jit #h #2 A 
の 検討 

f Saidapura-Tummulatala- 
ppur Th are RR fi @ beret 

NOTE ORS 


Dill 


Acs 14 ABH 6 ELC EPAY MSC HN) AR HAG FIC kc — A 
HLL Zee EDD IRDAOMATT HH Ct EIS he 4 種 含有 する と 言 


1) FASS: ARS REBAR CT, BOE, BS 14 6 BE, 257~265 HH 
15 4855 1 HE, 26~40 r7, WHA 10, 11 年 。 
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と ある ce 

PPE CHAE B= BHT ck BE AAS EL TCHS. TZ 
ORs hein as MOWER LO, RT ATI GR A RO fh ae 
LVRS. CORA aC HY ASR ¢ IC VY AMKICHE MT 
産出 する 。 | 

と の 柄 樹 石 中 に Sp, Py, Alm 及び And の 4 成分 2 が 各々 約 20% LW 
上 存在 し て 居る と 記載 され て 居る が とれ は 従来 その 例 稀 な る と と で ある 。 

今日 迄 行 は れ た 桁 樹 石 の 化 罰 分 析 は 約 三 百 種 を 算 す る で あら OATH 
EOE AD BSD NICHOLE RS CHF SBM ERR 2 
端 成分 の 主要 な る も の は 4 以上 存在 し な いで , 3,2 KILI CHS ZK 
と で ある , 但し 主要 で な いり 少量 の 成分 は と れ 以 外 に も 存在 する と と は 勿論 
TCHS. 

SAMA CORRELL T 4RDEATSZLBRCELPSS, 
CAVIAR IC I ERR E WI Lr LOPLI SHACK < FPRROR 
SEC ES RIC TS L AP LN 2 RIC HH a BD HOU FO: 
(miscibility) (c BAS 4 ESE ii b IL id hed CHE CS EO BIE 
BOM kt Me LEPORLASTINOCHS, 

BAUELD— SRMO ILE Db AR IC BK SH TSR 
の を 14 PPE SICH SAB, TALL VUBRYE BNL TLS LBSKO 
如く , 15% 以上 の 端 成分 4 Me SL bold (8) 一 つ で あぁ あぁ つて, 100% 以 
上 の も の を 4 種 含む も の は (3), (9) 及び (12) の 三 つ に に (8) を 加 へ て 四 
つ で ある 。 こ と れれ 等 の 特に 撰 出 され た も の で る も 三石 産 0) OM: 20% 以 


1) 鈴木 酔 : Prati EA RAOS ACR CT, 地質 , 第 41 BW, 392~394 貢 , 昭和 9 
年 。 : 
石橋 正夫 : 日 高三 AER MOR AICMT, 北海 首 地 質 調 査 倉 報 皆 , 筑 10 
HE, 昭和 14 年 。 ai de: 
2) GAR O RA Cle And=22.0, Sk=—5.0, Alm=17.0, Sp=31.0 及び Py= 
26.5 mol % で ある 。 
3) BASIC : BHR, BS 15 HS 1 BE, 36~37 WB FN 10 年 。 


$8, 205 Pie Bic Bem ae 本 165( 3 ) 
第 = 表 
Gr And Alm Py Sp Uv G Date 
1 sais 21.8 21.3 26.7 30.2 re 3.92 1936 
2 41.7 pier 35.1 20.8 2.4 stcc ones 1874 
3 17.5 Sree LOTS O02 13.1 Asie 3.16 1823 
4 Al,O, >< BPR HH aR ya Seas sivas iar es Reem 1921 
5 2915 on0% 34.5 33.5 1.6 1.0 3.75 1913 
6 26.0 5.9 56.3 10.4 1.5 Bits 3.96 1921 
ii aaa 63:7 3.4 See 32.9 eae ae 1883 
8 20.9 Sl 47.4 16.6 ti Senn 3.82 1931 
9 22.0 sens 46.8 18.9 12.4 SR 4.01 1880 
10! 26.5 Gra oh 48.4 18.5 6.6 eet 7 Ss 1930 
11 19.2 9.7 34.8 27, 33.6 ee Moree 1887 
12 34.1 10.6 16.8 1.0 37.5 ae Ai 1926 
13 32.3 15.4 43.7 Ted, 1.0 ian 3.88 1933 
14 MnO 及び Fe,O, KHL Al,Og A ¢ BPH AR ya 4.02 1899 
1 日 高三 石 産 : BN; Awe 15 58 | He 36 HWA A 11 4 (1936) 
, 2 -Eppenreuth ; Gerichten ; Lieb, Ann., 171, 191: (1874) 
3 Arendal: Wachtmeister ; (1823) 
4 Bergen, Norwey: P. Eskola; Eclogite of Norway (1921) 
5 Kimberley, SEA Vin Camilian cock Zs Kr 52F4187(1913) 
6 Kantalahti: P. Eskola; 1. c. (1921) 
7 Langban, Sweden: L. J, Igelstrém; Vet. Ak. Stockholm (1883) 
8 .Russion R, Calif,: A. Pabst; Am. Min., 16, 327 (1931) 
9 Balade Mine, N. Caled, :” Livexrsidge; Proc. Roy. S. N. S. W. (1880) 
10 SIFRRUR AE : 高柳 分 析 , 鈴木 配 ; 北大 紀要 1, 44 (1930) 
11) @urt, Bastange: Cy Klement; 2. M: Py Ms, 8, 85(1887) 
12 Kotakarra, India: L. L. Fermor; Rec. Geol. Surv. Ind. 59, 191 
(1926) 

13 lLieselschlucht: H. Heritsch; Zs. Kr., 85, 392 (1933) 
14 Garbham, India: J. C. Brown; Fermor. (1899) 


上 の 4 REARS S b OIC LRT MEH IC FLVIEOBS S. 

最近 偶然 見 付け た の で ある が 是非 落 に 抄 鉄 し た い 事 が ある , EAU (8) 
の 化 鼻 分 析 値 に 将 し 既に 疑問 を 抱い た 人 が ある こと と で ある 。 それ は M. 
Fleischer で , 彼 は 栃 樹 石 族 の 化 四 成 分 と 物理 性 質 と の 開 係 と 題 ず る 論文 
中 に (8) の 化 逮 成分 を 引用 し て 居る が , と の 分 析 者 A. Pabst Olle n, 
GRU a, DBRS FART ~ 2 (EB KF} It (8) の Fe。O。 の 一 部 分 を 


1) Fe,O, & FeO RSE L CHIR % WHHL ico 
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FeO Kk 改訂 し た も の で ある と し て 彼 は 取扱 つて 居る 。 か くし て Fleischer 
の 算出 し た 端 成分 と 原 値 か ら 直 接 算出 し た 端 成分 と を 比較 の 含 第 赴 表 を 
第 Rw R 


n n G ag ag 
| oe hy ea | eo | i | =P (calc.) (obs,) etait (calc.) (obs.) 
Lae ZOLOh Blot | 47.4 | 16.6 | 4c oe HEE 3.96 11.675 
DDR 6-8 | 50.3 | 15.5 | 0.1 11.789 1.787*|3.948 3.821*| 11.618 11°58* 


1 は Pabst DO(LE GH LU Bee eA LALO 
2 は Fleischer 2AHIEL Cima WILE LO 
* は Pabst oii (fi 


興 へ を, 3070 aay 6 BEALL Fe n, G MU ag 及び Pabst 志 測 定 
に て 得 た と れ 等 の 値 も 赤 同 表 に 掲げ た 。 

ASA IC SLSEEIC Fleischer の 修正 し た 端 成分 か ら 算 出し た ヵ , G 及 
び a, lk Pabst DHWCHS nu,G RO EE IR 
得 な い , 殊 に G 及び ag IC ILE OE BAH DIL Pabst 自身 の 端 成 
分 か ら 算 出し た 値 に 比 す る と 前 二 者 が 邊 か に 近似 で ある 。 避 k Fleischer 
の 端 成分 は Pabst Mvgmk4yIC LLL C 7 OFFA O EH 成分 に 近 で と 見 て よ 
い 。 然 り と せ ば 其 主 成分 は 4 種 で は な く て Gr, Alm 及び Py の 3 種 で 
あき 計 ひび 得る 8 

三石 産 本 千石 の と の 異常 な る 性 質 を 廃 明 する に , 吉村 博士 は 其 成因 を 考 
慮 し 高 況 及び 高 康 が 混和 性 を 増大 せしめ な た 原因 で ある と 考 へ られ て 居る 。 

TAY Whe OPE AIC ES LIC OD ICSE Sa, 1b BHT AIC 
は みれ , SER TAS OF Ee BME SFI LOCH SITES. LITO 
PARE A 8 is FEIT SAT BALE IC Ts SAL Pe TE lh HICH bP bE 
PANCRURSIVS, MICA GE 7 OMIT BW LIE を 表し と の 結果 の 成 
DLO TH eo FRUMO TC BMNNCBAS LO in ¢ HIRE 
上 重大 の 問題 で あぁ る か ら , KLE O tH RBA LC, RIC LRG 
何れ か を 決定 する と と が 同 學 者 と し て 青 人 の 購 術 に 謀 す る 責任 で あぁ る の 
みな ら ず , 余 等 は 本 邦 産 柄 机 布 本科 に 就 て 目下 研究 中 で あ る 人 久 に 本 題 に 偏 
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れる こと と が 営 面 の 問題 と な つた 。 

先 づ 第 一 に 会 等 は 吉村 博士 の 化 賜 分 析 の 結果 より 端 成 分 を 算出 し , と の 
成分 より n, G 及び ay を 算出 し て 同 博 士 の 入 験 的 に 得 ら れ た ゃ 々 及び G 
と 比較 し て 見 る と こと に し た 。 其 結果 は 第 参 表 の 様 で ある 

第 S 表 


GA CA SD 


n n G Na ay 
(calc.) (obs.) ees a (obs.) 


1.801 1.7971)| 3.96 3.921) |11.630 
tae er 30.2 | TO . 11.6522) 
1) COURUG HH ROME 
2) と この 2 々 及び ap は 会 等 の 測定 
第 参 表 に 見 る 様 に % も G % 計 算 値 と 策 験 値 が 食 り よく 谷 は な い の で 


と の 由 を 吉村 博士 と 店 し 途 り , 出 來 得る な ら ば 標本 の 恵 興 を Za.7e. 所 が 
Ta PEE EIT: & BAO _b TALE hie AIBA EAT oF 
D— Sy RAE £ DO ARSEPIIIC I LER S NRO CHS, この 好意 と 
AWIEK Te REVEL AEOIR ¢ RPT S PCBS & FS BEA ICHE SR ek 
eS 
2 SBRBEO n と a の 測定 

と の 標本 を 得 て 会 等 は 光 づ n を 測定 し た 所 1.7906 LROCTHH ROM 
へ た た 結果 (r.797) と 富 験 誤差 の 筋 園内 で 一 致し た 。 測 定 方 法 は 分 散 法 で 
ある 。 

HEF PLM Ay の 測定 は 従来 余 等 の 行 つ た 方 法 と 本 く 同 様 で 三 つ の X 線 ヵ 
メラ か ら 得 た 値 は 炊 の 様 で ある 。 


カメ ラ No. 1 ceessseeesseeeeees 11.663 A (MS PU SERR AR) 
カメ ラ NO. 4 eee 11.643 A (SI GeR AR) 
HRP NO. 5 coccceces ccs ccceee 11.649 A (G3 NFB AR) 


a 均 11.652 A 


と の 結果 と 端 成 分 より 自腹 し た 結果 と 比較 する と 第 参 表 に 見 る 様 に 
0.022A の 差 が ある 。 こ と の 差 は 定 葵 の 誤 閥 を 考慮 に 入れ ば ぱ ば 必ず し も 大 で 
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は な い が , (ESBS HT bX REEDS GAD IC TTL Ae IC AA OZERIS 
Ch Se LU ICIN 3 AINE ARE TS BD BSC HA DICH 

CEM RS, BS SICHMILe Hoe Bt Lv He CR LEY 
が , 叉 良好 な る 一 致 を 示す と 有蓋 ふと と も 出来 な い 。 以上 の 結果 で は 皇 成分 
の 4 種 の 存在 を 承認 し て よい か 悪い か を 未 六 断定 する とこ と が 出來 ぬ 。 

8 n, G RU ay LVEROFKICE SILSRAOFB 
Ford の 提唱 し た 正三 角 座 標 は 勿論 この 場合 に は 初め か ら 直 接 に は 適用 
第 四 表 


2 7 meas, | 2:7 corr. 0 sin @ indices | a, 
1 35.82 35.10 16°37’ 0.2860 229 11.730 
2 41.37 40°68 1916 | 0.3300 400 11.715 
3 46.37 45.71 2139 0.3689 420 11.724 
4 78.10 77.66 36 46 | 0.5986 640 11.652 
5 81.53 81.12 3825 0.6214 642 11.648 
6 94.81 94.52 | 4445| 0.7040 909 | 11.657 
7 105.14 104.96 4942| 0.7627 842 11.623 
8 134.51 134.75 64461. 089730 aoe, 11.610 
9 138.87 139.18 | 6555| 0.9130 | 1042 11.605 
| | | 11.663 
第 五 表 
21 meas. | 2) Cort 6 sin @ | indices ao 
1 36.10 35.43 16°46] 0.2885 | 222 | 11.639 
2 Dee 40.90 19 22| 0.3316 400 11.667 
3 46.57: 45.96 | 21 46| 0.3708 420 | 11686 
4 78.11 77.74 36 49| 0.5993 640 11.639 
5 81.54 81.20 38 27| 0.6218 642 11.653 
6 94.78 94.57. | 4447] 0.7044 3 11.650 
7 | 105.07 104.99 49 43| 0.7629 842 11.623 
8 134.23 134.61 63 44| 0.8967 Wwe 11.617 
9 138 49 138.95 65 48| 0.9121 1042 11.616 | 
| 11.643 
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第 nN 表 
2 Lmeas. 2 cor, | 0 | sin @ indices a 

1 35.98 35.36 16°45’ 0.2882 の 11.639 
2, 41.42 40.74 19 17 0.3302 400 11.715 
3 46.44 45.90 21 45 0.3706 420 11.686 
4 78.03 Vk) 36 49 0.5993 640 11.639 
5 81.50 81.25 38 28 0.6221 642 11.653 
6 94.74 94.62 44 48 0.7076 {300 11.650 
7 104.93 104,92 49 41 0.7625 842 11.623 
8 134.16 134.61 63 44 0.8967 {1040 11.617 
9 138.44 138.96 65 48 0.9121 1042 11.616 

| 11.649 


出来 な い が Stockwell OfF IE EAH ARS, 
a Stockwell 式 作 園 


第 宮 賠 は G tn LORNK, Hilllit a と ゃ と 


ORR, 第 参 彫 は a。 と G と の 開 係 を 標準 柄 樹 石 に 就 て 示し , TN YOR 
AIC= APE RBADO 1, G 及び a。 を m MCMRLICLOTCH 3. 
Aries Bey EES CR 7e IR BIt n 及び a で ある か ら , こと の 開 係 を 示 


DA 
Refracfive 


1.78 1.82 


1.86 
index 


o Halal ce SEMEL LOG 
PEMD Do 

m Sh dt ja #e Alm-Gr 
IC PEE < HOM NG Eb 
We 7e 6: 距離 に 位 す る か ら 
Gr 分 子 が 存在 す る な ら 
ば Alm 分 子 も 存在 し 其 
AED se (Lf % |e) se CH 
Bo BRAIC Gr AF lh F 
存 し な いと 云 ふ と と は 後 
節 に 述べ る 如く 化 塁 分 析 


か ら 最 初 に 推定 し た の で 
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第 A if 


index 


ある か ら Alm 
分 子 も 全く 存 
TELE WD BE 
は 少量 で ある 
電 で る ある 


Refractive 


“14 wieS 11.6 V1.7 11.8 Heo F220 2a 
Edge of unit cube in A 


第 28 ff 


4 115 11.6 Met 11.8 Jee) 12.0 12.1 
Edge of unif cube in A 


ACSA SPOT & (da INIC HEE FT ST LE ASHAS 


OBA ISLS 
園 及 び 第 参 園 
で る ゃ 同様 で あ 
る , Sec eA 
し た 比重 3.92 
は 吉村 博士 の 
測定 値 を 借用 
LH OCS 
Be 

Gr 3p -F 2S 
ASHE RA HEC 
存在 し な いと 
BT Led, 
TALE OPE Lal 
& AOA aa 
定 し た ? ゃ 及び 
a KOH KR 
の GG の 値 か ら 


SOOM HAC m Bh Glee = 4714 Alm-Gr-And, Alm—Py-And, Sp- 
Py-And 及び Sp-Gr-And の 4 種 で ある 。 こ と れれ 等 三角 形 面 上 に m の ヵ 
BU: ag に 相 営 する 比重 を 作 賠 的 に 見 肌 す と 順次 に Gy=3.995, Go=3.80r. 
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G,=3.914, Gy=4.006 で あぁ る 。 こ と の 中 で 比重 の 祥 測 値 3.92 に 相 営 する 
三角 形 は 第 三 の 場合 印 ち Sp-Py-And で 換言 すれ ば Gr の 存在 し な いも 
の で ある 。 従 つて Alm も 存在 し な い の で ある 。 

護 明 法 は m BE ee Law a ugnesapla Sp, Py 及び And TH 
SEBSTE YMCA 3. HOTEL CAB Ck} S28 Sp, Py 
及び And OBIE FIST EAHAS. IMKITKOR TH 4 

TG 29 9) eS PV == 2697 people 5 Loy 
b Ford Xf _bidom< = area OF SE wk Zp 1k Sp, Py, And 
の 三種 で ある こと こと が 処 明 し た の で , 初め て Ford の 正三 角形 座標 が 使用 さ 
MW, AVEO (LER &% IS TLDS CHS, Ford の 正三 角 展 座標 
に 使用 し た 物理 恒 表 は な ゃ 々 及び G の 二 つ で の 値 は 基 億 今日 で も 使用 さ 
第 中 


n= 1.895 
And a= 3.835 
a0=12.045 


/ w / た ses Wf Be 
yi oo =) 1 > © ” Ke) 6 ° 8 a ?9 n= 1-800 
n=1,705 G=4.1890 
G=3.510 ao=11.590 
Mo=11,440 ‘ 
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れ て 居る が , G の 値 は Fleischer CLOTHES HN MLHS. Ln h 
UG の み で は こと れれ 等 の 直線 の 傾き が 90° MPIC A TRERSERD 
合 が 不安 定 と な り , ある 部 分 で は 切り 合 が 見 らち れ な く な る 設 れ が ある , HC 
に ay の 値 を 更に n 及び GK に 附 加 すれ ば 上 記 の 鉄 を 補 ふ と と が 出來 る 。 
こと の 目的 で 会 等 は Ford の 作 賠 を 改訂 し た 。 BIC HAS S 5 WO fall Tc AUG 
多く の 作 園 中 の Sp-Py-And 三角 座標 で ある 。 

と の 座標 に 就 て N=1.796, G=3.92 及び ap=11.652A OEE Rie 
る と 端 成分 の 混 比 は 次 の 様 で 前 方 法 で 得 を 結果 と 苑 ん ど 一 致す る の で あ 
So HS, 

And=23%, Py=27%, Sp=50% 
4n,G 及び a, cB MUAENLVSHESESRKD 

PAG OD MRIS (2) 及び 比重 (G) は と れ を 構成 する 端 成分 (end mem- 
bers) On 及び G と 直線 的 開 係 に ある と は Ford の 始め て 提唱 し た 所 で , 
余 等 も 石川, PRR MO BP EENIT HED S BE OPEB IC HE T PRAY L 7c EBB 
の 誤差 の 範 園内 に 京 て と の 法則 を 青 定 し て よい と の 結果 を 得 た 。 故に 三 
AGRA IC HE TLIC Se Nie DAE te PS LOPE PY Ic HET LITO 
法則 を 基 認 し て の と と で ある 。 

猫 こ の 外 に 本 問題 を 解決 する 上 に 大 切な 推定 を 最初 に 行 つ た 。 それ は 
三石 本 格 右 中 に は Gr 分 子 を 含有 し て 居 な いと 言 ふ と こと と で ある 。 CHAE 
村 博 証 の 化 皇 分 析 の 結果 を 若 と し て 計算 し た 結果 で , 同 博士 も と の 事 を 明 
記し て 居り , 祭 等 も 同 分 析 よ り 端 成分 を 算出 し て 見 る と と れ を 青 定 せ ざる 
を 得 な いい ので ある 。 そ 選 故に 本 柄 橋 石 中 に 存在 し 得る 端 成分 は And, Alm, 
Py 及び Sp の 4 種 り か 或 は それ より 敷 の 少 い も OCHS, Mic Me Sas 
如く 余 等 は 今回 本 栃 樹 石 の % 及び ay を 充分 注意 し て 決定 し た , UG aH 
村 博 士 の 県 へ た 値 が ある か ら こ と れ を 用 ふれ ば 次 の 隊 立 四 元 一 次 方 程 式 が 


1) 吉村 電 士 は 3FeO・Fe。O。・3SiO。 (skiagite) の 存在 を 明 訪 し て 居 ら れる が 全 
等 は と の 問題 は 猫 一 層 充 分 な 研究 を 待つ て 論議 し た いと 思ふ 。 
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KILTS. BS 
1.895 %+1.830 y-+1.705 2+1.800 w=1.796 XI00 (n) 
12.045 ¥+11.495 V+I1.440 2+ 11.590 W=11.652 X 100 (ap) 
3.835 % 十 4.325 V+3.510 2+4.180 w=3.92 XI00 (G) 
x-Yy + 2-+ WwW =I100.00 


EXCH T x And, y & Alm, z & Py, wt Spo mol % KHtFosRaK 
で ある 。 


Cc Ola Ret k OGM Le x,y, 2z KE w OPLLPCRORTSH 3, 


B tt R Bb Spamaec, Py 及び 

端 成 分 mt & 48 And AsiKIc 7 AvICK & FEIT 

x (And) 22.78 mol % 20% 以上 で ある が , Alm は 極 
y (Alm) 0.82 

z (Py) 27.25 め て 少量 で これ を 除去 し て も 
w (Sp) 49.15 


aa REEVE CD Ss WACSAB 

PARE E L CSD OWRD b ROTH D, EB IWOOT 

と 云 ふ と こと に な る 。 BM S_hICHN ROO RE (Hi OTE At aR 
第 八 表 


bw af nGRYaxkve 
寺村 eB ek 


= = 更に 和 貸出 し た 化 
i Ro | TEE ae we, 

SiO, 39.33 39.53 38.08 
Al,Os 14.92 14.99 16.66 
FeO; 8.99 9.04 7.71 
FeO 9.42 9.47 0.38 
MgO 6.42 6.45 6.92 
CaO 7.45 7.49 8.10 
Na,O 0.54 ee ae 
K,0 0.23 

H,O+ 0.40 

H,O+ 0.18 

TiO, tr. ae ee 
MnO 12.96 13.03 QING 
Total 100.84 100.00 100.00 
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物 の 物理 性 質 が 直線 的 開 係 で そ あ る と の と と 及び Gr 分子 が 三石 酎 格 AFL tre 

LEST) が 正しく , 又 み G KU ay の 測定 値 に 大 な る 誤差 が な けれ ば 上 
記 の 結果 は 代 敷 的 に は 正しい も の で ある 。 

と の 計算 より 得 た 端 成分 の 混 比 か ら 本 本 村 右 の 化 由 成 分 を 算出 し て 見 
ZEBPNERORC, FATWA AHO HARE LA BOBBED SB. WIT 
MnO と FeO と に 著しい 差 が ある 。 

上 記 端 成分 算出 方 法 で 得 た 結果 に 就 て 最初 不安 に 感じ た と と は 化 内 分 
析 の 結果 か ら Gr 分 子 の 不在 を 推定 し た こと で ある 。 RMULILA AT LES 
SRE IS < 1, G 及び a。 の 物理 恒 敷 の みか ら る も Gr 分 子 の 不在 を 訟 明 し 得 
た か ら こ と の こと と は 確 偶 で ある と し て 取扱 ひ 得 る と 信ずる 。 HOT Alm % 
僅か に 存在 し 得る の み で ある こと と は 前 逃 の 様 で ある 。 

獲 松 討 し て 見 た いとこ と は ヵ , GMO ay の 岳 験 値 中 に 起り 得る 誤差 が %, 
る 及び @ に 如何 な る 影響 を 上 刀 べ る か で ある 。 

ARC RR ATAS 1 ICME FE fir CIRO HK ORLA GR 
び ay (CULM GBM EI Lk TAUR, 第 九 表 第 2 縦列 に 見 る 如く %,V, る 及び 


nh oe 
1 2 3 | 4 
f= 4.796 Ben 1797-1 Bene 1986 0 
G= 3.92 G= 3.92 G= 3.93 G= 3.92 
a g= 11.652 a )=11.652 a y= 11.652 a ,= 11.662 
And(z) | 22.78 23.33 21.92 23.19 
Alm (y) 0.82 3.10 1.03 —5.34 
Py (2) | 27.25 27.46 25.80 25.71 
Sp tw) 49.14 46.11 51.25 | 56.45 


@ (CBRE AEFS. FEI MMO x, y,2 RE w lin, GME ay (cI He 
上 何等 誤差 な さき さも の と 優 定 し た 場合 で ある 。 其 し G C/K LL Foire 
TEO— FAK ORE ALL MO ay ICMMERALOETSL x, y,2 
及び w は 第 3 HEMI UN 7eREC HS TMEV FO TALE Le we L CH Eas 4n 
BAILS. KIC A O/ BRL PIE CIED~ Howe RL Aho nm LE 
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G CBHLR EBA O x,y,2 KO w (LG 4 MIMICRL 7. と の 場合 に は 
Alm mol % B44 Hee RTH 2, G KE ay OM OMEMAAA 
樹 右 の 種類 し に は 起り 得 な いと 解す べき で ある ろ 。 
; 5 RA KO BR 

上 に 逃 べ た 4G MU ay を 基 と し て 成立 する 陵 立 方 程 式 よ 5 算出 し た 
Vig RP OWE LEM FHA A 71D AEBS AS ILL TC ER SIC (LET ETO T 
得 た も の と 比較 し て 如何 な る 程度 の 一 致 を 見 る か を 上 記 以 外 の 議 例 に ょ 
つて 知り た い の で ある , 印 ちと この 新 方 法 の 検討 を 行 ふ の で ある と 同時 に こと 
羽 等 賞 験 値 の 吟味 を 行 ふ と と に も な る ろ る 。 

CORNICE L CIEL EDR SFL EIT HS CLT ETO, 大 物理 恒 敷 ヵ , 
G 及び a。 も 会 等 自身 測定 し た も の に 就 て 検討 し て 見 た を たい 。 と の 目的 に 将 
し て は 石川 長久 保 産 の も ODBH-ICB ONE CHS, 

a 石川 産 柄 極 五 の 検討 既に 記し た 様 に と この 杭 材 右 の 物理 恒 敷 は n= 
1.818, G=4.23 及び ag=11.545A CHS, TALBOHH’ Wyss lcikt~7e 
WILD LK RETO ATIC ARLHS TT ARIE GET S & FSH (1) の 


Oi 


様 で ある 。 
河野 博士 の 分 析 の 結果 り ょ り 算 肌 し た 端 成分 及び 甘 混 EL?) tk And=2.5, 
ion 表 
) 方 程 式 た て 算 貞 |(2) seme sp & 0 HIM 
x (And) 3.68 2.5 
y (Alm) 59.46 59.6 
z (Py) 3.51 4.0 
w (Sp) | 33,35 33.8 


ee ee 
IEZEC LIT SL ( NEEL SOTHS 2% 以上 の 差異 を 


1) 吉津 及び 河野 : BINA PRE PRR BIC BEC, AE, HS 20%, $8 5 We, J 219 i, 
昭和 13 年 。 

2) ll, PSUS AHR: SEA OR, RRR 及び 中 津川 産 本 村 五 の 化 事 成分 と 物理 性 質 
LOM, HOE, HS 23 48, Hi 2 HE, 第 57 真 , 昭和 14 年 。 
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時 する も る の な く エ 4 WEOCOBR And CHAD4ATSHS. 

上 記 mol% OPH DLR eM, TI 博士 分 析 OF 
LL EIR T ZL GIBBRORT SD 3. 


第 拾 ER 
j n, GRU a, k 0 
mS ES OF Gal ee 
APR |) I I L tet 
oa set | MEE amtaes wt % 
SiO, 35.90 35.98 36.44 
A1,O, 20.73 20.78 19.89 
Fe,O, 2.21 221 1.19 
FeO 24.89 24.94 26.00 
MgO 0.97 0.97 0.85 
CaO 0.81 0.81 1.25 
Na,O 0.11 sd: aoe 
K,0 0.03 
H,O+ 0.19 
no, O11 
1 F ee a a 
MnO 14.28 14.31 14.28 
Total 100.55 100.00 100.00 


AHEAD Oise AY KH (LBS kD EH Le b OIL (2) の 如く で あ 
る が, 若 し 基 中 の 最も 少量 で あぁ る And 分 子 (2.5 mol %) が 分 析 上 の 何等 
か の 改 障 で 摘出 し 得 な いり 場合 に 他 の 端 成分 Alm, Py 及び Sp が 上 記 の 物 
理 恒 敷 を 保持 する と 如何 な る 混 比 に 藤 化 する か を 槍 す る も 赤 興味 ある 問 
題 で ある 。 こ と の 検討 に は 隊 立 三 元 一 炊 方 程 式 を と 用 ひれ ば ょ い の で ある が , 
% と ao を 組合 する 場合 と , % と G を 組合 する 場合 と , 又 G と ao と を 組 

第 拾 RR 


1 | 2 3 | 4 


7 と GC より 筑 貞 | カク と ao より 筑 田 ao 2 Gx um eM Doel 


Alm 115.57 51.57 44.09 59.6 

Py 17.55 -2.66 2.08 4.0 

Sp =33 12 51.09 53.83 33.8 
2.5(And) 
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合 す る 三 つ の 場合 が 生ずる 。 今 と れ 等 の 混 比 を 算出 し て 見 る と Heats 
に 見 る 様 で ある 。 第 拾 息 表 に 於 て (1) と (2) に は mol % CHPRLATS 
LOBSED5 TOM BRO MATS Alm, Py 及び Sp の 混 品 は 成 
立 し 得 な いと 云 ふ と と を 示し , 成立 する の は (3) の み で ある 。 こ と の (3) と 
同 表 の (4) 即ち 化 香 分 析 よ り 算 出し た 端 成分 の 混 比 と 比較 する と 姜 し い 差 
の ある こと と が 知ら れる 。 印 ち And 分 子 の 僅か に 2.5% の 除外 が か くる 
他 の 成分 の 混 比 に 奨 化 を 来 さ し むる の で ある 。 換言 すれ ば 第 一 酸化 鐵 と 
第 一 酸化 鐵 の 分 折 上 の 誤差 より 誘導 され る も の で ある 。 WIC MIC 
は 如何 に 慣 重 を 要する か は 容易 に 知る と と が 出來 る 。 

Alm と Py idse4[avaie WRT Se Ford の 作 園 上 Db BIC 
LILSMTCHS, RARMMA Ct Alm と Py と は 59.46 mol % と 
3.5I mol 6 の 割合 で 混在 する と と は 第 捨 束 で 見 る 様 で ある 。 Hictcor 
成分 の 混 卓 の G 及び ay は 直ちに 算出 する と と が 出來 る り 。 と の 混 品 と 
SP の 33.35 % 及び And 3.68% AIL TRAM BAE AL 2 
二 段 に 考 へ て る も 其 結 果 は 前 と 同様 で ある 符 で ある 。 か くし て 算出 し て 得 
た 結果 は 第 拾 参 素 に 見 る 様 で ある 。 

ABBRIC 5h BC ELE Bie = KK 方程式 か ら 算 出さ れる , と の 場 


第 © B 表 
nkG nb ar [ ay iG 3 7 By LIGA Fe 
| より 和 貸出 | xy | x vey stk 0 45 IH 
And 3.73 3.69 3.42 3.61 3.68 
Alm+ Py 62.86 63.04 61.80 | 62.57 ee ca 
Sp 33.41 33.28 34.78 | 33.82 | 33.35 


+7 IC ER n, GRBa link Gntakoa tG の 三 つ の 組合 
が 出来 る , と れ 等 各々 に 許し て 混 比 を 算出 し , 平均 し た も の を 隊 立 四 元 一 
区 方 程 式 か ら 算 出し た 値 と 比較 する と よく 一 致す る 。 


1) と の 混 上 品 だ 於 て ヵ 々 =1.823, G=4.280, Ag=11.492A CHS, 
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BES 2 (CANE ARE O PAR IC HET VR Alm-Py [ays PRT e 
JE eA} POEM & ET AZAR ICH STL EWA DIC HAT S 
も の で ある 。 

LICH C MgO と FeO と の 量 が 相 営 に 正確 に 知り 得る 場合 に は 
COU CAI GOALS & TE LISS OCD So 

若 し MnO DAASIEEIC 0 0 FATE Cb K ORR TSE EIT NE MLO 
成分 を 知る と と が 出來 る 。 BIA CIA Sp 分 子 が 33-35% 存在 する 
と 知 つ た 場合 で ある 。 結 り の 成分 And, Alm 及び Py の 混 比 は 計算 で 直 
ち に 知る と と が 出來 る 。 計算 の 結果 は And=3.68, Alm=59.46, Py= 
PLO る 

DED ZC AME AAR AAS A © EDIE FE (LE BAT Po ERT IAO 
測定 も 良 結果 を 得 て 居 つた の で , YER Beds & (LSE RAP TEM Le fist 
牌 分 析 の 結果 と ょ く 一 致す る の で ある 。 換言 すれ ば 第 捨 事 の 程度 な れ ば 
化 四 分 析 を 施さ ず と る も 物理 幅 敷 か ら 化 塁 成分 を 知る と と が 出來 る , 介 し Gr 
が 存在 し な いと 云 とこ と が 何等 か の 方 法 で 療 知 し て 居 ら ね ば な ら ぬ る こと 
は 勿論 で ある 。 か く の 如 き 好 結果 は 区 米 に 於 て 研究 され た も の 中 に ゃ も 多 
く は な いと と は 後に 光 ぶ る 所 か ら 明 か で ある 。 

b 中 津川 産 本 格 石 の 検討 人 既に 逃 べ た 如く , 秩 父 中 津川 産 柄 橋 石 は 南 博士 
に ょ つて 化 由 分 析 が 行 は れ , 其 結果 は And を 主 成分 と する が 猫 少 量 の Gr 
及び Alm を 含み , 更 に 微量 の Py 及び Sp を 有する , 履 に 本 農 と し て は 
HRYCHS, RL Py & Sp LUB* 0.2% UF CH4M5, CNS 
を 除外 し て ゃ も 本 碗 物 の 性 質 に 大 差 を 興 へ な いと 老 へ られ る 。 ENCEM 
量 の Py mit Sp が 混 じ た 場合 と 混 じ な い 場 合 で 物理 恒 敷 か ら 算 肌 し た 
化 界 成分 に どんな 影 絡 を 興 へ ろか 検 し て 見 た 。 其 等 の 結果 は 以下 光 ぶ る 
様 で ある 。 

ASHES (LIEB TO ER Oak And 分 子 を 約 97 % 含有 す 
る も の で 端 成 分 に 近い も の で ある 。 か く の 如 き 成 分 を 持つ も の を 大 物理 
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揚 数 か ら 化 召 成分 を 正確 に 算 肌 する に は 物量 性 数 が 倫 程 精確 測定 され 
THERM EPH REIS CEDAR TH 3. PATE O UGE ME n= 
11890, G=3.80, ag=12.045A EMUT 0.2% OMECHSZ me Kit 


# & OR SD を 除外 し た 場合 の 端 成分 を 算 

n=1.890, G=3.80, a。=12.045| 。 出し て 見 る と 第 捨 四 表 に 見 る 如く 

CE 。 トト 何れ の 場合 も 負 別 を 見 る の で ある 

i 292 | か ら 傘 期 の 端 成分 の 組合 は と の 物 

soa] 1002) HSI | 軍政 の 所信 で は 悪し な 2 

EY Bee Ee at BRhCE CHS, 換言 すれ ば 物 
Sp 除 外 153.62 

URRY OU ee DS TE HE ee LR 

第 拾 五 表 hToL EHS, F 

| Py 及び Sp を 同時 に 除外 し た 場合 Py と Sp を 除外 じ 

| n=1.890, G=3.80, a, =12.030 A dy を 僅か に 補正 し 

| “mse & Nn & Ag a & G た 場合 及び ao と G 

Gr 6-48 0.33 9.92 と を 僅か に 補正 し た 

ee | aerate 

| n=1.890, G=3,82, a, =12.030 A & Hit BR ORC 

Gr 0.09 0.33 "5.82 © WIR (1) は 前 

H] aes | ost | 0 | eT owed ao 


i Web. COR 
MEIC G OMMEADE 77 CHT EDMENA], 

AMOR TH DB a 及び G が 良 値 で な いと と は 炊 の 考察 か ら で も 明か 
で ある 。And の 端 成分 の a。 は 12.045A CHSAG CHIC HAE Ho 
成分 を 混 じ た も の で は ay の 値 が 減じ な けれ ば な ら ぬ , 双 G CHET ARE 
で And は 3.835 で , Alm は 4.325 で , Gr は 3.530 で あ る, And を 
97% 含有 する 中 津川 本 千石 に Alm-+Gr が 2.7% 混 ず る 場合 に Gr 
1.7%, Alm が 1% で あれ ば 基 混 卓 の G は 4.127 と な り , And と 混 ず 
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HOCH 3.835 LUAKSNAAMMCHZ. Mic KMOM BIC 
ay t G LICHELET ZAM CH 3S, LAMA — ie ICRA AOS 


の に 就き 測定 を 行 ひ 得る か ら 補 正 を か へ て る 地 少 で ょ い 。 計算 に 使用 し 
た 補正 物理 恒 敷 は 次 の 様 で ある 。 
N=1,801, GE ODA 


coyikb Gr, And, Alm, Py 或 な Gr And, Alm, Sp 432 HiL7e 
も の は 第 捨 六 表 の 様 で , (CBT EOL 7 LOEKBAET 3. 


第 拾 KR R 
n=1.8911; : G=3.837, a)j=12.034 A 
ix pr ta | 3% ーー 次 方 程 式 の 解 | 四 元 一 次 方 程 式 の 解 
RN Alm+Py | Gr+And 
mgs |= me (nm 2 Gln alae G[ MEY] Got An 
Gr 1.68 1.68 
er 96.90 } 98.58 98.74 | 98.81 98.59 96 91 98.78 
Alm 1.00 1:29 
ils : 159 OT 2 
Py 0.17 } + BAT : } 1.09 0.17 
ae 0.25 0.25 -0.91 —0.40 1.14 0.32 0.24 


C RBEMRAORN AM AIILE ey bLicd BHR LO \—oOC 


五 つ の 端 成分 りか ら 成 り , 基 中 最も 少量 
る 。 PIPLHIC IL T MAHOMED LT 


第 6B t 表 
Gr And Alm Py Sp 
858, 643. 67.66.1820 4.13 
| Nn | G | ay 
計算 値 1.8083 “4112 | 11.5567 
emi | 1.809 4,104 11.542 


量 の も の で も Sp=413 mol 9。 CH 
CS a RU 


FEU BS た 。 故に 
物理 恒 散 か ら 正 式 に 方 程 
式 で 端 成分 を 算出 する 場 
合 に は 障 立 五 元 一 次 方 程 
式 を 必要 と どす る 然 じ < 
れ を 解く た は 上 に 用 ひ た 


物理 恒 敷 %,G KU ay の 他 に 猫 他 の 一 恒 数 を 要する 。 CHLICHL Tle hn 


1) Aa, 23, FS 2 HE, SOS 貢 の 第 四 表 中 に 方 せる 河野 兵 分 析 ょ りう り 算出 し た 穴 


RAD FD ag EP KIL EEE LRM HS, JIE REI 


に 掲載 し た 。 ・ 


LOR RESS 23 4855 4 BR, HR 164 EL 
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何 な る 性 質 の 値 を 撰 ぶ べき か は 充分 な 考 鶴 を 要する が SOIC ILRI 
DN の 外 に 他 の 波長 の 々 を 求む れ ば 可能 で は な いか と 考 へ て 居る 。 こ と の 
目的 を 達する に は 人 先 づ 五 つの 標準 端 成分 に 将 す る と の 値 を 確定 する 必要 
が ある 。 こ 邊 等 の 研究 の 結果 は 近 き 特 來 に 報告 する と と が 出來 る と 思ふ 。 
惹 し こと これ に 成功 すれ ば 本 樹 石 属 は 物理 性 質 の みか ら 其 化 皿 成分 を 知り 得 
る こと こと に な つて 本 硫 物 研究 上 に 一 大 進歩 を 來 す 調 で ある 。 

か く の 如 く 穴 貴 産 柄 格 右 は 基 化 退 成 分 を 物理 恒 敷 か ら 正 規 の 算出 法 で 
LEON BATE de B ENGR ERA 7c, 

上 に 逃 べ た 様 に 最少 量 の 端 成 分 は SD で ある か ら こ と れ を 除外 し て 四 端 成 
分 と し た 場合 に 大 等 の 混 比 に 如何 な る 影 弱 を 和 興 へ る か を 移 づ 槍 し て 見 。 
共 結 果 は 第 捨 八 表 に 見 る 様 で ある 。 同 表 中 (1) AEB IMTORUL EO SLM 


S 3 IN 」 家 
Gr And Alm | | Py © [° sp 
1 8.58 6.43 67.66 13.20 4.13 
2 8.95 6.71 70.57 ay ir — ss 
3 1.94 ~ 9.24 68.66 2017 除 | 
4 10.53 5.91 71.13 12.43 Be 「 寺 


し た 端 成分 , (2) は Sp の 4.13% を 除去 し て 他 の 成分 を 分 子 百 分 比 に 改 
算 し た 値 (3) AER 2 =1.809, G=4.10 及び ap=11.542A より Sp 
を 除去 し て 算出 し た 値 , (4) は 修正 し た n=1.808, G=4.111 及び ag= 
11.557A を 用 ひ て Sp を 除去 し 計算 し た 値 で ある 。 

表 に 見 る 様 に 寅 験 値 よ り 算 出し た (3) は 化 皿 分 析 ょ より 算出 し た (2) £78 
mic DIC Gr と Py で 著しい , 然るに 補正 値 か ら 計算 し た (4) は (2) 
に 信 程 近づい て 居る 。 

ic Gr と And, Alm と Py 及び Alm と Sp と は 完全 固 溶 典 を 形 
成す る と は 一 般 に 信じ られ て 居る か ら , と れ 等 の 各々 の 混 品 の 物理 恒 散 を 
OHA LC (GSS IR) TALE INO TIC TOU EM LCL Fete hid 
SAISON IEC BS, HAHA IC lk Gr+And, Alm+Py & 
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Pe i 


#8 2.22 


BHM R 


RSS Be AH OGLE L Pe tain oo 


Gr-+ And, Alm-+ Py, 


ED 


成分 及 
よび Gr+And, Alm 


j|Alm+Sp の 物理 恒 敷 
Gr 8.58 n= 1,8035 +Sp kU Py 0 
15.01 G= 3661 
And 6.43 a, =11.928 = RANCH T n= 
Alm 66.76 n= 1.8096 1.8083, G=4.112 
80.86 G== 4192 ; 
Py 13.20 a, =11.486 及び ag= 11.5574 
spi] 418 | 4.18 を 用 ひ て 算出 し た 
Alm | 67.66 n= 1.8282 混 比 が だ が 興 ち れ る 。 
: 71.79 Ge 4.317 sg Sass 
Sp 4.13 a, = 11.500 CALE ORR & ah 
| 
EAE Hah 
Py | (3.90 | 13 20 LT Z & IP Laff 
は 分 析 値 と 比較 し 
第 ©. 拾 表 
化 亭 分析 |Gr + And, Alm+Py, Sp に | Gr+And, Alm+Sp,Py <3 
fir 0 BOs Bizarre —ARKE UR) 2B S=e—KALY BH 
4 | RH EF 
tro, pe G|n das F Yin & Gin ka, a & Gi FZ 
Gr 
15.01 | 14.97] 15.14]14.96] 15.02 |15.11| 15.16} 15.15 115.14 
And 
Alm 
80.86 | 81.00] 80.94] 80.35} 80.35 
PY; 
Sp 4.13 | 4.03| 3.92 4.69| 4.21 | | 
Alm 
71.79 TA TT ET ST CNS 
Sp ‘ 
Py 13.20 | | | 13.12| 13.11 | 13.09 | 13.11 
CTC) BULL EF CRE AZDA CHS, 


pate Sz it Gr+And, Alm+Py 或 は Alm+-Sp Oven xe anc HH 
DER —-DWEMO=RDLGL TURAOMABE REL CHLOE 
炊 方 程 式 を 解 て 混 比 を WIKI bore 


iCiE TE POMC k SN vg Tc 
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ZA BSR 
Alm+ Py, Gr+And 或 は Alm+Sp © lial VR Be AE 
ae: aig alla SALUT Mike trey, 
(ik v AVAL eS oe ant り 算出 
分 析 mH 抹 TC ) Gr+ And (3) AIM FSP] (1) (2),(3) 
を 一 成分 と | を 一 成分 と | を 一 成分 と | ().(2),G 
する 33 する 
Gr 8.58 8.53 8.74 8.64 
on 15.01 15.01 
And | 6.43 6.44 6.44 6,44 
Alm | 67.66 67.46 67.34 
} 80, 86| 80.41 
Py | Py |. i820) 13.20 13.12 13.07 
Sp ee satis | 7) 4.13 4.62 4.41 | 4.51 
Alm 67.66 
bau. 79 71.79 
Sp | 4.13 
aby | 13.20 | 13.02 | 


HD, RGIS ES k OE LA LOLA GEIS LAOHS, 

BES Z ic HUY IE OMIT ie SURES EVA G 及び ay 
(C EE RRR ZED HEIN CARLIE % IN NALIE RAED 5 SO CHS, 

FAILED AREEKERQAGIC LCI SRPEWG AIC LC} Wy BA Bea RB 
ZED FERIA OIBIE CLE R EIU FSO CH SAB, かく 計算 の 良 結 果 を 
FEST & (AGO POEL & LUE Te TB & AS RR VBR EO 
DCHS7LEBICUBLICLOCAS, | 

6 HERE ROR 

DAG SRPORRA TE CHEINIT TS TAS SIV HA HE (6 Ske op, 屈折 
AS, IER ROK PIE Mise CHSEOK WEEE L COMME TOT 
ょ よう 。 撰 提 の 方 針 と し て は 本 碗 物 の 研究 央 上 有名 で ある と か 或 LEK 

分 と 物理 恒 数 と が 相 営 に 能 く ー は も の を 撰 ん だ の で あ 
る 。 こ と の 一 致 を 鉄 く も の は 勿論 本 論 の 間 題 と する に 足ら ちぬ も の で ある が 

JE ath< Trot EC NET ECHS, HICH NL7e Ht AOE Hh 
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“AYSMOMOP IAL eSoTOUT-OHeW : WW “YOoRAON “yy “N “Gosyey “Hs YH ‘IOYOSIOLT “We: Ly ‘PIOT “A OM 2 Og 


6S6 II PE6'II 8EL'E chL'E 6PE8 I ShE8' I 66'E art SHED 0409 | ST'Sg W 8 
STO'CL L00°SI 608'°¢ 908°¢ 6828 'T OSZ8'I SS'T i 0Z'0 19°68 | +9'§g MZ 
peas SiS TT po Tks IEP に 918'T COST 0s 4 00'SZ | 8ST ei aie a 9 
‘ 6LS TT 92S IT 9 h Srl Py 6068'T 028'T 8ST 99 GOL Sri aie N 
ER 86P IT eae OSOP Tene LI8'T Io Ph 928 VSS SR 68°0 ye ¢ 
Ses It I8Z TI EEO F ESOP 88I8'T 6I8'T Ob GL LS mee sae 80 N 
る ae CISTT | ccce: SIZ b sae tehere 608'T cg'69 68'0 $6¢ 28'0 a val = 
LE9' TT 69S TI IIo F 916 F cEI8'I 808'T 689 0 208 seas: £0 NJ 
ee SLOT ays LOGE an as v6L T 660 IZ SS? 4] PZ 11-1) 6L-se - ¢ 
899 TT O89 TT LL8°¢ 866'¢ LLL 96L'T PS DEL Ler | SSSI | sO rE H 
baer OS II i £02'F SENG aes f18'] reese | gag sss | | 09e ta) 。 
909 TT 60S iT SELF EOP els I SI8'T 8 ESTAR RE7, GOST Sacer Ios Od 
o9S TI I8o tl is: O6I'F te £081 IZ’S8 cen 68 oF Sh OP ao Ee 
Be Sena 8S 11 691 F I61'F LS08 1 SUS Seal AL. Cen eet SO | meee Sol OF 
(‘sqo)°e (‘oTeo) °e (‘sqo) 9 (‘21e2) 5 (‘sqo)w | (-opeo) u | ds | kd | wy | puy iD | 


| | 
ea a eae a erg ee Sea aa a ee ee se 
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PRESB ON EETE WE — EL L CHA TARIC AR L Ye 
a Branchville £ i # BORN Cc OREHLO PGS Alt Penfield [Cc kD 
て 分 析 さ れ Dana の System of Mineralogy に も 掲載 され 能 く 人 に 知ら 
れ て 居る も の で ある 。 其 屈折 牽 と 上 比 重 と は Ford に ょ つて 興 へ られ , 格 子 
HBL Stockwell Oil CH SB. (LBM DIL SIO.= 35.36, Al,O,=20.93, 
FeO=5.67, MnO=37.21, CaO=0.48, 合計 =99.904 で ある 。 これから 
Ford も Fleischer % 端 成分 を 算出 し て 居る が 僅か づ ぃ BOTS, AL 
CHAD Bn, G 及び ag 等 の 計算 値 が 別々 に HAAG れ て 居る か ら 代 雑 で 
(LB SAMI AINC RICHI Feo , G 及び Ay の 計算 値 と 導 測 値 を 比較 する 
と Ford の 計算 で は % は 能 く 合 つ て 居る が a は 合 つ て 居 な い 。 THO 
BABSR FU Yo PR i Bhd 6 Gr, 
Alm 及び Sp を 算出 し て 


| nL GG | mk a, | a t G 
= Ara 20.10 | Se HARBRO BC 
ae steak ee foe =DVOYGRBAL ARE 


ATS. cari Gr, Alm 
及び Sp db BS ARB ICH L CHICHA DS Ne ht WALK 
EBRTLCHS. AL BUA 7 NYG = Aid A BE SLOCH 
ALLL ILAMWS n=1.803, ag=11.58A ChUNIFE SW, TO 
fil & FEBS (LAE OPI ADD Sb (LBDHO LICE MEDS SB 
の と 言 は ね ば な ら る な 。 

b Redding BA@AOMH コン ネ ク テ ォ カ ツ ト 州 Redding ERM 
は Sperry の 分 析 で , 有 名 な Ford OME LRORLOCHZ. TUE 
Bg spit S10.=37.58, Al,O,=21.58, FeO=36.69, CaO=1.89, MgO= 
2.31, fit=100.05 で , MPBRO lh Blk 1.8132 及び 4.135 ELT 
Ford に ょ つて 興 へ られ , a。 は 11.506A で Stockwell の 測定 で ある 。 
今 と れ 等 の 物理 恒 敷 より Gr, Alm 及び Py の 混 比 を 算出 する と Rey 
表 の 様 で ある 。 
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本 186 (24) a BD ROR 
第 RH OR 
(4) (5) 
(1) (2) (3) i ae ff 
| i BW Gils mn 2wdg A eg ee aes ee 4 
Gr 24507 |) toga 6.16 5.47 5.60 
Alm 77.79 85.25 76.54 80.90 84.88 
Py 67.28 9.97 17.30 13.64 9.53 


PAS WRICH Cn eG & VBL eiBLIC LARS SZD5, NPG 
ONC AN Te IDSA BAL THES T EWING ILS o HMUAMA ILS IT ay 
の 計算 値 と 測定 値 は 殆 ん ど 一 和 致し て 居る , n hI Mit HD CHS, BS 
くく GK 最も 大 な る 誤差 が ある と 思 は れる 。 然 し 大 帳 に GCAO {LIBR 
Sy & OER tA CH SEROUS, Gn ba LEEOEVICL 
て G 丈 け を 4.200 に 修正 し て 端 成分 を 算 軸 する と 分 析 値 か ら 算 出し た 値 と 
全く 一 致す る も の を 得る と と が 出来 る , CORBI IL HR BKIC HA, 


SRE 五 表 
n=1813, G=4.200, S00 
(1) | (2) | (3) | = ye | (BES AE (IEE 
| nr と eG RES a a Ue 
és 8.08) he ae 4.97 5.94 5.60 
Abs 84.46 85.25 84.54 84.75 84.88 
Py 7.46 9.97 10.49 9.31 9.53 


c Lieselschlucht @ (ii? BOMH Carinthia Spittal に 近 き Liesel- 
schlucht に 産 す る 柄 樹 右 は HeritschY に ょ り 化 授 分 析 2 が 行 は れ 同 時 に 
4 及び G だ が 測定 され た 。 ay lk G. Menzer の 決定 し た も の で ある 。 この 
ACERT O HR DB WGP HENS SB & RUA REO (3) に 見 る 様 で Gr- 
And [Vel 46.43% 中 に Alm-Sp [styPliBat 52.64% も 混入 する と と _ 
に な り 其 量 の 過大 な る は 一 異例 で ある と と が 既に 論 識 の 因 と な つて 居る 。 
ET OME RS 5 GEM Le 2, G 及び ag と 寅 験 で 見 出し た と れ 等 の 値 


1) に HH は eritsch, Z, Krist. 86.) 1933. / 
2) Si0,=36.91, TiO,=0.22, Al,O,=19.24, Fe,0,=5.04, FeO=19. 58, MnO 
=0.42 MgO=1.93, Ca0=16.61, 合計 =99.95. : 
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を 比較 し て 見 る と (SAUER 3 参照 ) 其 間 に 立 し い 差 が あつ て 筑 験 上 
府立 の 団 園 内 と し て 取扱 は れれ な い 大 きい も の で ある So MICTHMEV CY 
{ESR SPF fli > BEIT OEM DIC HI AS SED Z 2 wltnlté eR Bw, 
TALS & Hoc Gr+And & [ij inc FSHAKU Alm+ 
Py CHL TSMWAICHL COBO RY OULES SEN L CH Ze 
BRB KR R AURA ROR Cit BSD 
2=1.777, G=3.877, ap=11.668 折 値 と は 著しい 差 が あ 
RR mew | 6. Oe 初め か ら 充分 


&— IAG | を 一 固 深 路 eo) oe HY 
gee ee 六 想像 され た 賞 然 の 結果 で 


Gr 28.68 35.19 
35.18 BS 
And 52.95 11.24 
{CASS AT Ost YL aR 
Alm 3.98 45.13 


227.97 -j =| {Une 7a 
Py 15.84 - 7.51 2 DSH Ae wa L, tic Be 
を 信 ず れ ば 前 者 を 信ずる 
と と が 出來 内 。 従 つて Gr 十 And 同 深 錯 に A の 0 る 
と 言 ふ ぁ 重 大間 題 は 共 化 府 成 分 を 一 選 炭 系 に 検討 し て 後に 引き 起す べき る も 
の で ある と の 結論 に 達する 。 

d Puklice, Klando 及び Pribyslavice EMBO と 等 の 三 産地 
444% Czechoslovakia 内 で あぁ つて , 5% PH halk R. Novacek の 研究 LICR 
0, 第 一 と 第 三 ah pegmatite 中 に 産 し 第 二 は mica-schist 由 の る % の で あ 
る 。 Novacek の と の 研究 は 主 と し て pegmatite 及び aplite ime 
ICBC C, 18 MOLB HL n KEG Olle & FO TH SAB, と D fifi 
FEE L CLE E HSI TIES &OCH SB, ay は Ulrich 及び Cabicar 
の 測定 で ある 。Novacek O{ES4ytic tL Novacek 自身 も 赤 Fleischer 

Mia RIF GEN L Che S dB PN % VE TEL CHa ose 4, 5 及び 6 cH 
WieTME ED n,G RO ay EME L Ze ft & HWW i & JEIC LM KICBL 
な た 。 al fH & FEMALE 2 ASEVEL ¢ MOTMSYORBHS, LW Puklice 


Sp 45.00 —209.40 0.92 
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居る が まだ 差異 は 大 きい , 殊 に Ay の 値 が 異 つ て 居る 。 

今井 験 値 か ら 隊 立 四 元 一 炊 方 程 式 で 端 成分 を 算出 し て 見 る と 第 武 拾 も 
表 の 様 で 滴 足 な る 結果 は 得 ら れ な い , それ で ゃ も Klando 産 は 倫 程 分 折 億 に 
近づい て 居る 。 

SRB CHP bor Lit Novacek の 和 興 へ た 物理 恒 敷 の 組合 せ で は 


BK 6b tf 
(1) Puklice (2) Klando (3) Pribyslavice 
at & {ie SS Hr (ie. 計算 値 | 分 析 値 | st & {a 分 析 値 
EP 11.75 080 [et eee ie Bee て 
And 5.91 0.82) tae ee 5.31 1.48 
Alm 1.08 29.24 87.84 85.84 42.39 75.00 
Py -~7.43 0.59 —0.30 8.76 3.41 7.90 
Sp 100.44 69.35 0.71 4.51 55.71 15.63 
n= 1.813 n= 1.819 n= 1.821 
Mig |G= 4.211 G= 4233 G= 4.246 
ap = 11.627 ay = 11 535 a, == 11.579 
BO FHL eb OBA Zig O MA te HO CHET STE 
CHS, MoE CHAM HICMMORE CAT SPOMMICHL TIE, 
(LEAS FTO IEMEREIC RAT ST EC, Sec EAR TF NWS BMD, 
SABA 表 
Puklice Klando Pribyslavice 
計算 人 | orm | atm | oom | at ee | 分 本 仁 
CCN | Mle cee 0.07 O80" 0 aie eee Lea ea 
And 1.61 0:82 Fe hee ae 2.38 1.48 
Alm 32.10 29.24 82.25 85.84 71.06 75.00 
Py 1-22 0.59 8 07 8.76 7.98 7.90 
Sp 65.07 69.35 9.65 4.51 18.58 15.63 
n= 1.810 n= 1.817 n= 1.816 
(iE |G= 4.213 G= 4.245 G= 4.231 
ay =11.565A a) =11.500A a = 11.5154 
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fEIC POE TBI > FE 験 値 を 任意 修正 し て と れ ょ より 算出 し た 端 成分 を 分 折 値 
に 近 か し むる に は 第 武 拾 八 表 に 示す が 如く ヵ ゃ ,G 及び ay を 補正 し な けれ 
ば な ら ぬ 。 こ と の 結果 を 見 て も とれ 等 の 研究 に 於 て は 化 外 分 折 と 物理 性 質 
と が 其 だ し く 距 た る も の で ある と と が 窒 せ られ る 。 

e Ehrenfriedersdorf 及び Schwarzenberg EWMABOKBH Marie- 
Therese Mackowsky”) は 系 Gr-And 或 は 系 And-Ti-And 中 に 於 ける 


Fe seit Ti bee ee eae YEE 1939 FICKRRL Ze, 
中 で Ti-And を 含む も の 6 ff, cH ESA ee hay YT を 


行 ひ 更に n,G 及び ay を 測定 し た 。 其 結果 と し て 上 記 の 開 係 は 直線 的 で 
ある と の 結論 に 達し た 。 本 論文 で は Ti-And の 問題 に は 鯛 れ な いか ら こ と 
れ を 含ま な し 6 種 の 中 か ら 2 種 を 撰 ん で 検討 を 試み た 。 

ザク ゼン の Ehrenfriedersdorf 産 柄 樹 有 の 端 成分 及び 共 物 更 恒 敷 の 計 
算 値 及び 寅 験 値 は 第 武 拾 式 表 の 7? に 和 興 へ た 。 其 屈折 牽 の 雨 値 が 小 敷 彼 以 下 
三 位 で 4 の 差 あ る は 大 き な 相 異 で ある , TIC LAG ¢ OMB LY tage 
分 を 算 上 腹 し て も 満足 の 結果 を 得 ら れ な いと 思ふ 。G と a。 LH ie 
験 値 が 近似 で ある か ら 皇 と し て ヵ 々 を 補正 すれ ば ょ いと 思ふ 。 

Ay APRIL EPO, G 及び ag ILE 陰 値 を 僅か に 補正 し て G=3.810, 
RO EAnd RAMmI 及 OSPR 邊 員 は る 第 走 檎 湊 の 

Bh 拾 九 表 


Bey TAH ASK KV THY fen iis 

Gr 12.86 | 11.19 8.64 
And 88.49 86.79 89.61 
Akai 11.02 0.60 0.20 
Sp ~12.37 2.62 1.55 

n= 1.879 (obs.) m= 1.875 

G= 3.802 (obs.) G= 3.810 

a, =12.015 (obs.) ay=12.014 


1) M.-T. Mackowsky, Chemie der Erde, 12Bd 2 L1939 
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BEC, (LLG HTH IC RERIEO yo CH SBERYL ( KEDEMBS 3, 
Schwarzenberg ftom kb n,G RB a ERMLENLER 
JA ZAR 7 & OIAHRMBMHO 8 CHS, COYSCAMADAE IC 
CD ChE S ds BER AB ae B EY L Ze Sing BK HE EE Ke KD GEM 
L Peis LIRA E-BRIT NE CHS, Hite RIL PABBRIC SL SER CHE 


 B@ BR 
=e | (ES i 
Gr 34.85 | 35.99 35.15 
ad 61.45 | 60.72 60.70 
Alm 2.42 | 2.38 0.16 
Sp 6.12 | 0.91 3.99 
n= 1.835 (obs.) n= 1.835 
G= 3.735 (obs.) G= 3.740 
a, =11.959 (obs.) ay =11.954 


か に Ge) BRO FSET 5, ag KBR FSP 5 OIET ER 結果 
を 得る 。 

と の 定 は 以上 記し た 本 格 石 の 海外 に 於 ける 研究 中 最も 好 結 果 を 奥 ペ 
た も の で ある 。 4 

f Saidapura-Tummulatalappur 地域 産 本 BORN 印度 Saidapura 
か ら [TummulataJappur (c & 4 Hh bk ic Nellore の schist-complex が 
HEL, 基 中 に 結 品 面 の 能 く 義和 達する 柄 樹 石 が 多く 見 られ る と の 事 で あ 
So COMBO hind LMEBA TC N. Jayaraman リ が 充分 手 敷 を と つ 
て 化 由 分 折 を 行 ひ 且つ ゃ 々 と G と を 測定 し た 。 と れ 等 の 資料 に 就 い て 検討 
を 試み た 所 残念 な が ら 化 四 成 分 と 物理 恒 敷 と の 間 に 良好 な る 調和 が 見 出 
され な か つた 。 然 し 印度 に 於 ける と の 竹 研 究 の 最近 の も の ぃ ーー で ある ろ る と 
思 は れる の で 砂 に 特に 引用 し た 。 第 参 捨 堆 表 は 端 成分 と 物理 恒 敷 を 一 編 


1) N. Jayaraman, The Mineralogy and Chemical Composition of Garnets 
from the Schist-Complex of Nellore. Proceedings of the Indian Academy of 
Sciences, vol. V, No. 2, 1937. 
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ue 
第 SiS R 


Gr And Alm Py Sp n(calc)n (obs) G (calc) G (obs)a, (ealc) 


(A) |18.82 .... 65.16 15.47 0.551 1.793 -1.800 4:049 4:007 11-552 A 
(B) (20.60 .... 69.94 9.25 0.21} 1.799 1.810 4.086 3.938 11.561 
(G)E W000... 67:09" 22°63" 0:28) 1.792 12800 45061 4.008 11517 
4(A/1552)|16.87 .... 62.85 20.22 0.06} 1.789 1.790 4.026 3.895 11.542 
(S) 9.87 .... 71.53 18.03 0.57| 1.798 1.800 4.099 4.000 11.520 


め と し た も の で , 端 成分 は Jayaraman が 分 折 値 より 自身 算出 し た も の で , 
物理 恒 数 の 計算 値 は Jayaraman の 端 成分 か ら 会 等 が 算 貞 し た も の で あ 
る , 額 測 値 は 原著 者 の 測定 で ある 。 
7 納 括 及び 結論 

1 季 机 右 と 其 端 成分 と の 聞 に は 直線 的 物理 化 抵 開 係 (physico—chemi- 

cal relation) が 存在 する と の 寅 験 的 法則 を 基礎 と し て 本 論 を 進め た 。 
端 成分 の 物理 恒 敷 中 屈折 牽 ( ヵ ) は Ford の 興 へ た も の , 比重 (G) は 

Ford の 興 べ へ た も の を Fleischer の 修正 し た も の , 格子 恒 散 (ao) は Menzer, 
Stockwell “77> #f Gaff Fleischer m#fiiE L 7b @ ZAR L CAS CO st 
算 値 に 使用 し た 。 BUS 


% G ay 
ER ache 1.735 3.530 11.840 
OO CS 1.895 3.835 12.045 
ATION, 2 cays eee 1.830 4.325 11.495 
hice Oy ee Ry aaa 1.705 3.510 11.440 
DR _1.800 4.180 11.590 


8 EUR BRHUZERIIA A b IRATE = MO HEY ICH THN & TIO 
是認 し た も の で ある 。 

4 2 OPEMICHAIE = OOM 7 kD RS POAC ee oy & Po 
敷 と OEE LUIS MIC ELS IEE fA GRRE CBT CT LASHHARS, T 
TIBI ELLIO AEAMARIE TR C BD B o 

5 FEL MODUS kD We SUPT IC aR SS & TAB IC AT SED AW 
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GECAR SAL, 物理 恒 敷 の 等 値 面 は 平面 で ある 。' と の 場合 に 興 へ られ た る N, 
G MU ay に 相 営 する 端 成分 の 濃度 印 ち 混 比 は % 面 と G 面 と の 切 谷 線 が 
ay MICH OE CRE SINS, 

6 4OYFA Mb =D bMS BF Ic lt OM BR it = fd rie IG 
MAD(LERK Se INS TEAHAS, Mon tG,GLawmita と? 
OU & HAE CEB RP INS T EAHA S. BL COD BROW) A 
ひ が 不 安定 の 場合 が 起り 得る か ら , 其 時 に は 第 三 の 恒 数 を 同時 に 用 ゐる と 
EBKECH SZ, 

? 5 の 場合 印 ち 問題 と する 柄 税 石 の 端 成分 が 四 つ か ら KABA BE 
化 四 成 分 を 決定 する に 物理 恒 敷 は 少く と も 三種 を 要する 。 こ と の 場合 に 作 
彫 か ら 端 成分 の 混 比 を 見 出す に は 手 敷 人 が か まい る が 代 敷 的 に は 極め て 簡 守 
で 上 且 結 果 が 正確 で ある 。 

上 記 第 2 に 興 へ た 端 成分 の 物理 恒 敷 と 問題 と する 柄 樹 石 の と れ 等 三 つ 
の 物理 恒 敷 か ら 隊 立 四 元 一 次 方 程 式 が 成立 する 。 こ と これ を 解け ば 必ず 四 つ 
の 端 成分 の 混 比 を 見 出し 得る 。 

賀 際 問 題 と し て 石川 長久 保 産 本 格 石 の 物理 恒 表 と 化 香 分 折 の 結果 と に 
より この 方 法 が 損 用 に 適する と の 議 明 を 興 へ る と と が 出來 た 。 

8 若 し 柄 樹 石 の 端 成分 が 五 種 か ら 成 る 場合 , 印 も チタン 本 千石 と ク rー 
APARNA & CURIS LHR AD Mig SY 2B 成る 場合 に は 前 例 と 同様 の 方 
法 を 以 て すれ ば 里 立 五 元 一 次 方 程 式 を 成立 せしめ れ ば よい の で ある が , こ と 
れ に 対す る 物理 恒 数 が 現在 に 於 て は を だ 揃 つ て 居 な いか ら , CORO 
際 的 適用 條 億 を 今回 は 検討 する 事 が 出来 な か つた 。 ML KOMA HUG 
五 敵 成分 の 場合 も 方程式 方 法 で 解決 出来 る 。 A 

9 Gr と And, Alm と Py, Alm & Sp と は 完全 固 溶 典 を 形成 する と 
は 一 般 に 信 ぜ られ る 所 で ある 。 故に その 一 つ 例 へ ば Gr と And と の 混 比 
が 既知 で あれ ば 其 周 浴 鏡 の 物理 恒 敷 は 算出 され る か ら AHL LCi pe 
分 と 同様 に 際 立 四 元 一 漁 方 程 式 で 化 成 分 を 算出 する と と が 出來 る 。 こ と 
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ODA CHET BF & (ATARI GC RWI 2 IL7e (SRL eR) g 

10 AVG RAO Cb = AO TY — PO IBLE ASIA ZB \ BES IR 
WEI KGEADIRIL, TALLY AHR DOU 比 が 知ら れる (第 武 准 
BNA) 

11 ADL) Mig SDS MSC LWW CH SMMC Y Hoho— 
ASTER IZ BK LA OU ELAS PINAL CRUE Ie = Ite HSE CUR 
比 が 知ら れる , TEENA BIE A RTE AG HITT CARIN S LT (GIBB 
Mo LMR SMD MIKO OOS 7 EMA C= OBA 
BEF So 

12 MOLY [Ha inrS MST LAM DCH MIB L= ATH Past 
で 其 混 比 が 算出 出来 る こと ば 勿論 で ある 。 

13 以上 は 物理 便数 より 端 成分 の 混 比 を 算出 する に 方 程 式 法 を 用 ちな た の 
で ある が , COTREL—-FCALE SHO ROR BR ERMAT LEA, 
他方 で は ヵ , G 及び ay OER IEG & PBT Se Lae Z, 

14 CO BMA bi O WM ¢ HHL AOE RO MELLEL SEC itd ZS 
が , 今日 迄 誰 人 も 唱 導 し た と と を 聞か ぬか ら 牙 に 一 新 方 法 と し て 提唱 し た 
火 第 で ある 。 然 し 会 等 の 寮 聞 の 含め 既に IE 人 の 唱 ぁ る RD UE WwW 
法 な る 提唱 は 直 に 撤回 する 。 

15 "以上 の 方 法 で 本 邦 産 柄 格 右 に 就 い て 検討 を 行 つ た 所 , SEAM, ERT 
び 中 津川 産 の 三 衝 は 良 結果 を 興 へ , 海 外 所 産 十 三 BIC 就 い て 行 つ た 所 で は 
Redding 産 と Schwarzenberg 産 の 二 種 が 良 結果 を 興 へ た の で みあ る 。 


ARTRFEIC EL ke RH OBB IL ICH APE tA AR GG HREL BS 2 EBS wm 
DRMENKLOCHS, BICMERO WME WPic lL CRHORLEF 3, 


ーー 


ヘー 
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男鹿 統 の 堆積 輪廻 (TD) 
Me: 高 橋 純 一 


Il BB e 女川 e FB 
ZBL DAG, MR ICES BIC AS LT A BOR 
CSE OM BACH D, 只 OMICS PUMICE ROR has 
RBsn7cwnretaiic, cmickot IL-V の 4 期 を 分 つた に 過ぎ 
な い 。 要 する に 沿 日 本 海 虹 の 新 三 紀 層 は , MMA LTS DON tind (Ie 
lt) と , 海 相 を 主 と す る AHS & (CODEN BEC, EK AMMO 

UU et ad a atc eg 
BSEOR RL TOMAR RAR CH 3.. CO MILI BEE 
CHOC: BBM CBA (la, HIM 2), DAR ORE 


第 参 FA,» Wr ACTIIB IE > TEE PS 7 th De PE BOSSE 
ARPES ICR 

AT So. TO 

Tat Ha Uk HR 

AE (Mh AS CEL es FF, Zc AT Ee Ft PICT—-HE 


だ 新 期 の 地層 な る が 如き 外観 を 時 し , BS ORATOR AE LO eSB CRN 
DEMME), ERC CHO RES L ¢, WHE OM ICH 6 THA OK 
の 薄 層 を 挟み , THER TOF = PANE BOA & NS LCRA EY Fe SRR (basal 
conglomerate) OEFELE th TCHS. RLEO FRICHT SEARLE A 
CHAT EMMA C, WKIC_ LGC LOR te Fa (RE) と 砂岩 の 
FG ICHIAS S. CALIL ASE EO Be AAC, DOWN 層 が 上 昇 し て 陸地 と 
tr b EPRAURIADS TILIA ZT LEMTLOMCHAS> 

SIS FORK MRHWOM OMSL loom 肉 外 に 過ぎ な い 。 その 上 部 層 は 
YEE OBE LR ETE ORRICK, COMBA EHICKHS 
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WCW AS CI CIC AINA RICE TS, COMM BMH 
7 SHWHEULME ELK T S 

BBBOUAM mIsveK a LIE C, WIC IDL, BIC ik 
海綿 化石 を 含み , また 上 中 化石 , 及び 木工 化石 を と も BOBSNS, ABUL 
に は 想 (Liguidamber formosana) ZOKbRHD, EIR EW AOWE 
LTRS REREAD SALE NMEECH SZ. TCOTLU AiHto mM ¢ , he 
ODES kes BIC UL RECA BOP TEL BV ERSMAO THE IETF SB 
MOC, TC NSCLC OPCICTEM AHERO LD Db HS DO COPE A DSi 
成 岩 に 近づい て 居る と 云 ふ 事 に 過ぎ ない 

TOBA AAD ATIC LALIT AST TT EO ites (A phrocallistes sp.) 化石 を 
含み , これ が 侵 館 に より 礎 と な つた も の は 鮎川 必 に 散見 され る 。 こ と の 海綿 
は その 棲息 深度 が 2000m WIECH Bie, hilt Bei Te WHEE ME ASB DF 
BMSCHE FD. TALE TTR UEAII LIS PU EMER TIL Ok COREA 
中 REASER BUR & Ri SAL Ze) ICHMT & IE AG LC HRESE SAL, JK IC Be EG 
ILO LBENNO AT LOCH OD, TALE LEN IEBEY ZICH 
REL AOSHET ST LIL SAAC BE ITIL BES SP ASI & a we 
る に 過ぎ ず , ae AUER OTP ROEE-ERITSLOCHS. 他方 
K 於 て 硬質 頁岩 の Sagarites Wa Ws AHEAD WBE AG IPE IC BS aE LT AEA 
FZLOCH SK, BAG LA MOMIMKL Wk BEAT SbLOCH 
Do 

WEIS BERSUE IEC SRI SENG CH SAS, TALIA FEIT Tie bE 
ERIE, AEH ICK AIC Rit L CRB OM ORT IC ROELOCH SZ. 
Pe VE le LAT Oe HT SiGe es fh ETHIC RH, TN CIE 
EDS PH PSR EU Aa EO ED OAR DC Bi SAL, E7CWEMROAL 
ASE ASCH C HD 6 ILS. 


1) HG, PEAR D rk We SME MEAS, ASE, AS 15 次 第 5 HE, 
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DS PEDAL EHD AFIT HST ik, BES RIL bGLO DON het A OUR AR 
BREAPEG (CBEST SHRI IC LOTHKHENS, COMMAS AWE 
fitl/y% fanglomerate WC, KRHME SU LOCHS,. CORAM 
SLPS (EMT Poe 4km) の 北 邊 , 大明 神崎 附 近 に あぁ あり, Hie 
TOBA TW _EICK WW aOR (+B) より 成る ファ ング rz メレ ー 
KOM DS 0,EO0JZSik I~2m に 過ぎ な い 。 その 上 方 AWA 
に 移り , 厚 さ 5~Iocm OM IERA BE TRA, WH Ick Miogypsina sp. 
Operculina complanata, Amphistigina sp. “EO#AR FE St cL, Hee 
HG OF RGAE EMEC, 三 紀 新 成 統 の 中 新 プ ブル デ ヂ ャ ガリ ネ ヤン 構 と 認め ら 
NZ%>OCHSZ, il CIELAB Ich Tc lk, operculina—miogypsina Ao 
LICHUEPREEO Ub A cabal, 及び 線 色 頁岩 層 が あり , その 本 厚 
は 600m に 達し , その 上 は 不 率 合 に 海 終 石 砂 属 (rom) TILE L F SEA 
Hake (ele, 女川 必 に 相 営 ) に 移る の で ある が , 7. CUALOBA 
awk DID DIC AE AUT AR ICK >, CEOLHAAI HMA れ て 不明 


Ch SS, BUIOHNAHO MB Alk 2~3m IXY. cOHRKRAH 

(第 一 表 c) ARCA CHHGMLBE SA, TERETE GRE 

BS SMA CH 0, Ie TOUS DOPE Ik Hi whic LO CMAAIC 

WHSIVCES. SHORMAHeE 20m の 段丘 の 崖 端 に 現 は れ , 地層 は 
第 四 Bue OR DER 


Trey i ——= ee === 
To aS z 4. 


Taffina Sere a ee 
Oh 


(WEF) 2 Ey, 3 女川 , 6 AMIN, 7 北浦 , 8 脇本 , 9 BA 
(地名 ) a tei, aah, ¢ 杉下 , d 瀧川 , e MwA 
IS SERRE 7A - WAR Ii] O BHI REREIC TY Sem & HELI HEIRL Ce 
CBU RAMA T ex Bihict 3, 
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PRM EKP ICI, EO RGEC IL FRITH & FES RG BI AOREA 
ARDS V, HUT ELEC LOTMIZLOCHS, WERE 
層 の 海 成 相 と 認め られ て 居る が , EO RE SHC, 

MA EERE EE bEMOM MBI CH 22S, 他 の 地域 , 例 へ ば 津 転 
Dik RRS (鹿島 層 の 海 成 相 ) & ROPER (女川 層 ) と の 境 堺 に た は 海 終 石 砂 
PARE DIMEL, TS IC DURRBMLOMPM ERT LOCH &, 

AMBLER ERD, MOHD IC ISIS % ASI Se ACHE 
PET VIGALE &, SMC Y (CART O CHET AISLE AC ES lets SL DS 
あり , WN. ERB CH B. KAHLER O LM, BUBBA 
Aible ¢ PAT rt OH L DWEL, BLO YEE Cina ee 
LC IEASE(C A, URROBIT ERA, Ee folk, WV FT AMO RMEA 
ee ee Co 7D, BEE ein, Tico, 
SERRIC Fh CBS UATE % ICL CRA MOBM ATE ROTH S 6 女川 部 薄 の 
PETE, sins (hae hb PASE ECC MSE LC hr BAER F core d), Ux 
WE O FRRASELL ILE EOLA DSB BAILS 要する に 女川 硬質 頁岩 は 
Tea HOMERS ED ED BD, FEMA, isin, Wek ERPMb A, MOAPSL 
BALE EA, DIVER, MIC EER ALOT, WKOMDTE S 
YSIS ICHEBDE ZBIEM ERT ORLE b, hee BE LILA, POSE 
層 に 及ば ざる 傾向 が あり , CORBY Mhobbsekic Le CT LS ES 200m 
Dee ig 

従来 の 議 氏 の 見 解 に よれ ば ぼ , KNEE AS BL ABA EO ETF IC 
般 川 墨色 頁岩 必 に 攻 移 する も ゃ の で ある 。 然 し 筆者 の 見 解 に よれ ば , KN 
は その 上 部 に 至り て 再び 凝 放 質 物 を 増加 し て 多少 粗 殖 と な り , 外観 的 に 多 
少 黒色 頁岩 に 類似 する に 取る も の で , これ を 優 り に 船 川 層 下部 (第 一 , 第 二 
TN r に 至れ 

ば 淡 青 百 色 の RKELRE LUCHUBHA AD WES ZCLeEERITN 
き で ある 。 
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C7 ERA SHLAA EO Ht ICHAEL BBO LVM S MAC 
DEAS, TETLT W & (LAC LIG IB ED PEO RWLEIC BSH 800m の 
WIC SALT SEUSS BAR LOEB O LER A A BOD DSTE 
aerials a HOI < BEA EAs & Be 
KREEDRECH ), KARAS tt KAW A LOL CHS SB. 
OR ee 


THEM GO EARS (ERITREA & 8 FL at te OIC BRET 3) 
に 近似 する と と も まな た 注意 を 要する 。 CHEAMABEUT KINA 
SE LAI OM TR LORBREREALT SRC, と れ と 硬質 頁岩 の 


EST SBR LILICGIRIC HLT 3, 


BICC ORBKHIL EL LTCKMOIE A & SA CRE AITO HEA 
相 を 示し , FMB SICA EO_EABIC ABET SAS EOE GPG He HD wk 
PEO, CREEL L, BARMMOUBNS RT LOCH S, ABC. 


BG SZWORMREWR, CORK SRA BHORETHS, Cnltaw 
JBOD HEBRDS LEIBA RHIC Tha, TS OTKIICH I SRE O He MLE EB 
WICKED, CORRE LCA POA PT bic D BX Tp CAKE MRE OD 
(solifluctuation) kT ZICHO LOTHAR, TORBNE LCM 
BEEP ASH IG SAILS LOCH S 
SR DoRerEe LOT 著しく 海 深 を 減じ , HOM 
欠 答 運動 の 起 つ た 事 を 指示 する も の で , 亭 島 居 上 部 より 増大 され , ANS 
に 至 つ て 静止 的 で あつ な た 海 漆 が , “PREP IC ROT FEO HL ¢ is) LT HERR 
相 の 一 幅 廻 を 形成 する も の で ある 。 勿 論 , COMBI TOA WICH Cis 
上 に 降 昇 する に 取ら ず , THC Mila S HE ORIEL 670m に 達する 。 
CALE HIP ILERS EE LIC ROTEL DAL ICRHL, その 中 
MLE CIS AMO ACIS AOR Ze 2 PA EURAIL, 所 
SAE PES (第 四 園 3) OEE ( 同 4) D2 MRT SICEZOAR 
BF, 東 に 北方 の 西 黒 光 附 近 に 於 て は 女川 必 を る も 鉄 除 し て 西 黒 川 必 が 船 用 
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ie (EKFELE) と ETEMT STL VR MUOWO CHS, 

CON) HE RIS LEE FG o> Be ke AA de Lae AY ede 7s PEASE OD , 
kB § TRB ORE & iG REL CRAKS ERAT AO HIS (Liebe RE 
WEY 2000m 程度 の 海 深 ) £70 , KIC OHRIELWICAD CAINE 

[art ON BRR HERE & SL SIC, COME TFIC TRO Ci AS 
KANT 6 720, PF EEMIC AO THOU HHERTHICIED ( DOCH S, Ti 
LCRA TO HEBERE UIT [LT ORR Fj WIC AD KUT & He 
HEDBET) PARE L7eT LILEO SAN MMIC LOT b HEE AS MAS. HEE 
SW Clk ACE TO JEU IC DUR A SERRE AL, HA 
TED Ree RT AS, YS PECL PY AGE IE ICTR ADS DO TCC OGL HDS 
PACH So UML CL, AME O PERG SICKL, HHT 
VLA LTE PR TICES, COPEL KALE SAS7e OIC MI ORE 
ILI LO 7e HWA ON DO AWABEL ROLOTHSE 5, 何れ に せよ ょ , TO 
Bs AON AT BH OBER ISTE LEB REI AK EAT bOT, 堆積 的 な 
iigé (Marine transgression) を 意味 する も の で ある 。 

Ac tigi Ad LACM THI AKLOWE CH 0, EER EBA ECARD 
ARENA) OUP ICHAT ZS OCHS, MRL hUOM., TO 
ihg WO Ce IL DH He oD EE PE eC EOC HL DV, これ 
Ase ils LOMMEOWMINE LRZOCHS, 

Il #& J 期 

LHS 5 AUER a CIEE T STB, BS oO Pa A EAD 
に 富み , KREMOR ERS (Me ALCS AR MEA eT 
DCHBPBS, KANC EG NCEEME, WER OILS ¢ , BESCHY Zev Be VE a IT 
BILD S, PLBIC KVOR MIC EVE, 再び AKIO RK WA 
ctetrice), CHEETA RORBIc LOTCILUNBICHIET 3 

上 部 船 川 層 (第 一 , 第 二 賠 60) IRD IC UEP ET eee 6 ALE 
FIC nee, LORIN FT S28, THEO LUD K PERT RO BD AK IMD 


Wh 
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MBev eV Fay PMOMLME EMAL T SIC RL, Ab HEO BOI 
多少 カオ リン 系 の 粘 士 が 多く , 所 調 野 村 放 色 頁 岩 と 呼ば れる も の と な り , 
HOB IC LOCI BIC PETRY IC CESZLOCHS, 

と の 上 部 船 川 層 の 厚 さ は 筆者 の i ee CLO ates su 
i 500m LRSM, HEMNIC LICHT SLOT, EO PRE 
OU FHEBAR Lb HB UR ( ル そ Iooom 前 後 か ) と な り , 更 に 上 方 
に その 深度 を 減じ て 北浦 圧下 _ 帯 の 地 毅 挫 動 期 に 入る も の で ある 。 この 週 
HAIL EAT PPS CIS AE Ee BE ART DS, 秋田 北部 , 青森 地方 で は 一 般 に 退 
化し , 従 つて 所 主 黒 色 頁 岩層 の 藤 舌 が 不良 で ある 。 

IV kbe BAH 

ABE LANL ORM CH AAS, 前 AOBLCMBIC HAS Bt 
KOBE (酸性 安山岩 質 ) OMAR REL THAI, HOFER IC ILS 
Kn & RA A SEE LCR LUT & RL LIGA T SLOTCHS. 
Weds S AJB IL ASW AHH IC —IRIC HET SLOC, SHEL Ch Bi 
PACERS SEDOCHS, COB ILALAKAIT BSF S_E WB EOE RR 
At, "PBPKEAIC IIT 2 BEAR tO ERE PY UROL, BR 
ICG SHEE RO ARE a KORA KUED K er PEE BES fee 
思 慌 せら れる 。 勿 論 , BMIC LOCI KIVA Zi & CHKBBOR LE 

或 は 記 次 物 を 含む 砂岩 に 移 化 する も の で ある 

CHL EBT SASATCO Fac dS OT HS ie es 同様 で ある 
DUK LG ICE OPEL BAL, BACH 2 EAE LOE 別 も 次 第 に 拓 は れ 
CBAC aE & 7D, RIC FIC HED LAR O EAR EID SILA CS 
wm cWAT AO HIG te 0, IC WEIS SIC KA CHA OW AEE 
層 に 移 過 する も で ある 。 本 居 の 厚 さ は 400M 前 後 で ある 。 

See ee SL OMT SHE C, —ikic BoA 

物 (石英 A 細 庁 長石 等 ) を 含む 頁岩 層 よ り 成 り , そ の Ree 
CILWHORDEB TS. EO FPICILY HY F AMO Ye MILES 
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DE GICIES ¢ OE を 減じ し, Jy BY SFL oun = FuIGatER 
(CHS. BGilb at LC ILE WEBEL, WHER, AP ILERSEDSTA wD BAL 
Bo 

CT penta LTH SIL, COL F HOWE ERAT SH 

ICA TS SARC MWS ZTE CHS (PxOROH=M). WK, se 
en te 
BEL TESS, THAMROLMICH SCH < 2 BI MORES Cis 

追跡 が 出来 , — OPA ATES RT Sx LARD], TREE 島 の 頭 部 を 
WeT4E (N20°W) Ic El < Be ae (第 二 園 i 間 , 第 三 園 , 第 四 園 e) hip 

SIG AG HAITI OF BOC, TOBY CIS AE Hh ASR IC EY BEL 
た 形跡 を 示す も の で ある (H=lMl), MU CC OBPBRIERS < SEO 
UB DML L CALMEFRIC HC, と この 部 分 で は その 一 断層 に より 標 式 的 な デ 
TEU MMe KTS (Ve), BABA ILE ) O- fic, to 
神曲 は 重力 的 原因 で 訟 明 が 出來 る 状態 を 示す も の で ある が が , URE HERE 
IC ASB TRAIT HY 3s CP ASEF SICBOT, TOMAS LH Baye 
aie OI ZICBORYLOCAHA S, 

WS SCHL AHS & L CHM RE IC A SHI KE LRT SLO 
CH OMB, BA NICIE T OMA IE OIC KIL AAD FE AIC 
Sel ©, PIA LR RILIRGE RT LOCH Sie, と れる も 堆積 の 一 小 
fini iD ZOCHS, 


V & Ae i I 
WAS IRC HEC th BTLELIC WAGE L Fed <¢ , その 下部 より 上 部 に 海 深 減少 の 方 
向 を と り , BIC WHER ORUIN BIC Sb OTH S, MEAS 
ICEL TC aii ne aaa TC OTAIC HS Ck BF - AO < 


& LA Bie wehbe te CEMA, FOE MAIR OHE BIC HES 


MIELDCH S_ PNT MA BLEED 1 BE I RIC Ih, RT, ES 


VAL A 


PRK GOVE D, BEEGIGIC HED SAFER OD (CH & te BEAT ED EAS 
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BEL SILS. 
有川 層 は OR Oa HEL, EO FHICAF VY AVA 

KELTZAMILAMAS D> (北海 岸 の 安田 , POINT OME), 2 
ST BIC ha lS Has ae deposition ICH +S LOC, WEE OHE 
REASMETIG IC IES Fe BIC OTC HERTC H YO, ALPKHI OD FEHR & nl re % 
DCHS. HOTHMEOW MIC ISI HEO BAA , 単に その 構造 の 大 成 
FEIT EO T JAPEO TSUBIC HERE Z OEE IB ICI Te 

Box BOOMS IIL 400m, fi BO Arist EMA BU SALT ESR 
WACH SZ, 200m Wheto 64S, 

以上 を 要する り 人 鮎川 人 に 至る MAK 2200m の 堆積 は , TRA 
Ay ih PW BAIT AS SHWE), 火山 的 活動 と 堆積 の 進行 総 過 を 示す る ゃ も 
の で ある 。 双 六 期 は 含 Ne es HEGIUIT AS L HBA > Bk 
その 挫 動 に よ つ て PERC LT) ZS 4 FEO RE RE MLAS L, EF ARREARS 
MHEPRE ILS ICBO? , KC O Be WA LO EE Be) ee Pe BEE 
が 起り , 女川 硬質 頁岩 必 の 堆積 を 生じ , MUTT O ERIS HEE SAU HE 
積 物 を 重荷 し , PAIICHOCRW MICO sx, KT pipes 


た が , COURMORAE IL ZNO ZAMICIE LE CP MRER VD, その 後に 反 
#8 SAL7eALUH, 脇本 箋 に 於 ける 同種 の 療 動 は 更に その Ph Pe VEL CIT 


fj NOH SL SICBOK LOCH S. BMS AHS Ho od Ha ike 

ESS LD MUIBICR SAM C— i ICHMT SLOTH SA, 7O 
輪廻 は 更 ら に 小 週 期 に 分 ち 得 可 く , 同 科 の 運動 の 週 期 的 反 着 に ょ つて 地 向 
RETA SCH SAL? CECH Bo 

REL Bik, AR. 

WhO moO 5b, Berk HOLE LOUMABRKUEBIEO FiECHS 
D,T SICMBREAILA AN y = OUD HO IS, ARE 
ELT S る 東北 方 至 北 陸地 方 の 石 穴 層 は その 何れ か に 属す る も の 
が , その 耐火 粘土 を 性 ふも の は 亭 高 必 の それ に 相 党 する も の と 推定 し 得 可 
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SHAS SBILUMMOM CHS, BR BORK —-MICHACHS 
DINO LOMHIC EO LACH C Mee L な る 。 

石油 母 必 は 亭 鳥居 の 海 成 相 , 一 般 に 議 克 質 砂 岩 と 互層 する 部 分 が 筆者 の 
Pies AICHE LF, whic CHS, BOB AAAS 

Aa CHIL st 7 Fy ROCHE Ch S = EB AINE 
cane TTF Y RCS SOBA 7 VY ROKOTEL LER MIG 

DS. Nit KUT EORR > bY, WAOBNRIS EL HE CH SAS, 例 へ ば 
fiat Beat T SUS ( COLB ORM ICAL TSS, A iho 
PEARL EPIC SL ORMMITC, 87 7 4 > RU MO PE HKICHAL, & 7eHEAR 
WHE Clk POT WIERD NF 7 VY OAY Nr CHES Ne MELB? 
DCHS, PARIS LAA MMOL PELE ZLOCH OB, 然し 地方 に 
よ つ て こと れ 等 母 必 の 義和 達 は 同一 で な く , COMA ATI HE RL BTS 
と と は 前 光 の 通り で ある 。 


RAR 


MERCMAL MBBS AHH Meo io, ko 4 20 R 
1 REE eC A hy Ss IIA CARES 12 ERE eM, ET IT ROT 
渡 直 幹事 より 一 般 錦 務 の 報告 あり , 績 いて 役員 漢 可 に 入り , 全 部 重任 と 決定 せり 。 
RCP EARS 5 SS ARO AWE Se, AA pe et OFFA 
eR SAE GS & GOL, 85 FA) BAER OM 
OCT IS CBAHE CBE, その 詳細 は 据 て 報告 せら る べき ぁ , SPOR, AB BORGES 
KOM, , BB A 10 ANCA O , SLR Te frie SFE Yo 
8 23H Asliiteds, Hel 
824 Air iC TAC ROR ET BIE Da, RR BIS ET 
8 月 25 日 Aili Ao BAIS Ct 
8 月 26 日 er SHEICoNL, AA, Bal, MM CAL TAU, ASAIH 
“8274 AWKABO BHC CALL 
8 月 28 日 MII CATE BEF DE 
JORIS FEMMILYE < BRO ANS BIDET 4 BIR DAL Lo 
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APABPLORS AicMCMAT eM, Phe CART ARACL CRS A 
TVRVWAE YO 72 STAB PEE (SE AIRE HE Ila a OES SE” IBA 
Die CH BWAD BE DAL, RCL AWA ATIC IE Do 猫 ほ 
iO ABE, Rls eo OPAL O WAC A ot RZ TAC dE TD BE IT 
5% SPREE C, RENCE L Cb a CET © lk SHE, SS ICRC ES 
を 表す 。 Cin ETA) AD 

YYALYRiaH EKO ARLE L CA Hie Waldemar Lindgren 氏 は 
去る 11 3 A, 79 KOMMLUT, SAKYAT IAAL YO AEB CH 
Jt HD, E(t 1860 年 瑞 典 の Kalmar に 生れ , 10 BEC LC BEI HE BK OR 
SLA, MLN AL PRCA Hie 0 Ls Freiberg wey Sei Ieeeic AU, 23 Be 
ILC ZEN, 1883 4E KI > CWA O—-A Li 5 BACK PBA 
DIK GUE, WS PEELED HARI ES 9, BELTED SYGHT HTH & LE F08D , Economic 
Geology jell Bit & HEAL , MUL O— Kiya 1{b metasomatism |< £ ZAR 

MI BAL cc, PRC ERY ZB, 1911 ASE SHAE PERS & 7b , 2A 1912 4 
Massachusetts Inst. Technology ® fi 2FI-E (LA RRICHAL , 24 “EG “‘Mineral 
- Deposits” を 創刊 せら る 。 そ の 人 処 在 戦 21 年 , 1933 EMRE IES , [al Be Bae & te 
4, fale eh ees OST RICE L7L, Efe Am. Inst. Ming. Eng. よ り Lindgren 
Volume の 出版 あり , Ore Deposits of the United States の 名 の 下 に , 氏 を 始め , 
Emmons, Ransome, Graton, Bowen, Schaller ~® {th 34 DO f§ BOmMmyxe ED 
“this volume is dedicated by his professional peers, as an expression of their 
appreciation and admiration” 7pAFra &ak\|c IB Barb Zo * 

RY BHEOKRILE < 13 7 OMB Y , WO AE & ZH OVI & (dk 
CUBE Ay CAI L CRONE Y BD, LES RIO ICL TS, 極め 
CHRIBICIGAS SM LAY, 200 ICUESIED HCL, HE Mineral Deposits と 
Ud FERRIES BRO BBR SNS EMRE EN TC HIT ICD, CBE EER 


f 


ih 245 抄 


BMPR ities 


6242, 透 角 阿 石 の 分 解 た に 開 する 研究 
Tun. W. 

FA BOH, 比較 AY (EEE Ror © fy te 
BANE BAC, その 分 解 た つい で の 
定量 的 研究 を 行 つ た 。 Hoek REI 
Tirol の Sterning FED WANA, fiz 
DRAKE XS OMKOVWT, hi 2 OIE HOw 
の 下 に 於 ける 分 解 作 用 を 定量 的 に 調べ 
% (Ch. d. Erde. 12, 275~303, 1940) 
CHET 
62438, ウラ ン BRRMOSLAMROK 
BAO CESAR Meixner. H. 
9 Fy BROMINE, HH MICS 
}TEHIC ROCKO AMI MS 1 る 。 

I. FRC HE( BO, IL. fer HEL 4, 
Ill. 輝 か な いも る の 。[ エ は 更に 
phborsphate, —arsenate. 及び 一 sulfate, 
b) U-Karbonate た に 別れ る 。 U1l)ic es 
る も ゃ の は U-Silikate 及び Me™ (UO。) 。 
(zO4) e812 本 20, (但し Mev (i 3% 3 He 
4/8 Cu, Fe, Pb, Bi, UO。, Mn 等 ) な 
BROVT vBROX2, 

Bassetit (Hallimond, 1916) 4A KK 
7 > vy 224 Cla te ¢ , Eisenuianylphos- 
phat CHS, 

Hiittenberg 産 Autunit (Seeland, 
1896) は Trégerit CHS, (Chem. d. 
Erde. 12, 433~450, 1940) [渡邊 新 】 
6244, FRORELANT hILEZOUES 


a) Uran- 


oh 抄 51(43) 


成分 た に つき を て HE 

North Burgess 産 及 び Grenville 産 の 
三種 の 柱 石 た つき て , IP RIK TH ARL 
THIELE? LO TLOM RETRY, S 
NRKDETANSI ASHER VY, 
North Burgess 産 の も の は Grenville 
産 の も の より る も 一 様 に 長波 長 側 に ネス ペ ク 
トル ん の 移動 を 示し Grenville 産 の も の は 
その 各 ス ペク トル の 渡 度 や 其 だ 犬 な り 
き 。 North Burgess 産 は 熱 庶 理 を 施せ 
SRO RES BES Ltr SRS Xe OPE 
を 著しく 増 せ る る も, Grenville 産 は sb, 
To MHI COR IED Ale Na 及び 
Ca と 共に 含ま れる U の 存在 に 原因 する 
も の と せり 。 Grenville 産 杜 石 を ェ マ ネ 
ー ジ コン 法 だ は 和 0 決定 る の ほ 全 区 だ 
2% 7.02% 10-49 Ra siz 2.27 U. we 
Yo 著者 は また 屈折 AS, 比重 の 測定 より 
North Burgess 産 の も の は Me。。 : Magy 
& Mey: Marg の 問 に あ る Ro 
Grenville 産 の も の は Mery: Ma。。 の 成 
分 の も の と せり リ 。 著者 は sodium uranyl 
acetate 及び calcium uranyl acetate 
DH WANT pArBBELVT, COA 
THIKDETHLANST b HERO BM E HE 
認 し , Mischphosphor icJAU 3 P OPE 
HICK SANZ PARMO BM EWUELT 
その ええ ペ クト ル の 移動 を 読 明 を せり 。 俗 
Grenville 産 桂 石 の 陰極 線 照 負 に よる 党 
光 分 析 を も 行 ひ て D ML THI MC HE 
貫 え ペク ト ん を の 存在 を 認め 得 た り 。 IIE 
その 原因 が U に 非 ず じ て Mn eo he 
も の が 活性 化 せ し むる も OLAV 
(Sci. Pap. Inst. Phys. Chem. Reseach. 
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a AB HRB 
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87, 58~64, 1940) [高根 】 
6245, ID VI BRRORRS Taylor, 
1 Dome Be 

au» 7 fi (Fe, Mn) (Nb, Ta).O, iz 
BA he A CAG tL (OK1) Taj > fh BE AS FOE 
LC, JERR ICR ER SHALE X 線 
ICTR ES S AUH] BE L AS Hy Fe XS , 
Ts OD tate BARDS eV CHO ME & aS. 
SLOEV 9 HORKOBERBVNAEH & 
PENI IRIRU, THE Vsh A BE SEO HE 
BES SLD, 3DOH Rec u(111) 
が 共通 に 存在 する と こと ょ より うり, その 格子 を 
BRE (D) と を そり 2。 Hh dh Mic HAT 
(Okl) IZ fii k(011) EAS Si Hiss 
wie S & VOT (100) ILA Dd 2B 
LPM ICEL HFA Y, (h01) 
MOws se e(201) FAD SB His Mh Aeic 
LCaD Fi fiir 65 & RTE VOT 
(O10) 面 は 喘 進 面 と すり 。 (hkO) ods 
Lip ia g(110) を 有する 二 重 品 帯 に 
LT, (001) He n XMM LAY, それ 
Sek UIPREBEL Y OZR Ptan と 
RLEV, Che xen cf00l}, af200}, 
b{020} £shRIX( , SIL mc OoOZeyP 
AB ES L SE HAR IC Tk 
hemihedry ycoCit Pzan な り 。 本 結 品 
OBA TIX z[001] 軸 は 三山 習 稚 軸 に 
し て . antihemihedry 244 @3 S52 Y 
つて Pman REL SERV, XR 
AIC Se SR Pecan ic cH 
CPIREREV, CO ti VO Rit 
[100] Heaeo BE RA IC AF VG 
Min. 25, 123~138, 1940) (#2) 
6246, NaF, LiF, NaCl, KCl, KBr, 


Pman, anti- 


(Amer. 


ROK BG BORBASASRCR ES 
深 料 の 影響 Frondel, C. 

結 品 を 深 液 より その 恭 姜 に た ょ り て 生成 
CLE SRR EY RA ORCRMS 
DIRICA FS O MAHESH LEM ESE 
DECHEEYV, MRRERULKOB 
DWI BO ARE, 結 品 の 大 さ 等 に より て も 
Mita DIRRE ERIC ST SSH HHMI LY T 
KALE OE Fe SAE LD CHM EIA 
Vo bibs 2 Fy (EMOIR RK 112 fio 
染料 を 小 加 し て 上 品 出 そ せしめ た る も の は は, 
敷 種 の 染料 は {111} Bi RR tHe 
{100} の 品 北 より 111} © BRICK BEES 
り 。 大 多 シ 敷 の 染料 は 殆 ん ど {100} Biche 
次 せら れ 結 品 の 成長 速 葉 が 適 常 な る 時 は 
HEE D SEE EAR VD 9 吸着 の 機巧 は 複雑 
ICL CH HEC IE FY BA LOE & & BEB Fs 
OD bk PERE % Bk th © HG dn BE A Ic ae L 
あめ て 吸着 を 調節 する を 得る も の に し て , 
Buckley が oxysalts Ick Y THF OM 
ETL LEMSERS 8 Oi HE 
OWA X VIS PE RIA ARE te SB BO 
PUL & HiT Yo AGC] AF HHICBS S 
WRT OD WEFEICT® T Kolthoff や Verwey 
LO CHR S te SMIAL PMB te S 
も の の 如 し , France PHBABRAMICES 
VA OMAR > AV IEE RR ERS 
Y) 2s OMMBR GRRE PUL ESB, 
ZG PEO IHS & MEO BRE L © BRIS HE 
むる を 得 ざ りき 。 染料 は Nak, LiF 結 
he ML C MAIRORAR LL CAEL 
KROL, 7A AIVOM (LD, (ki, Te 
物 に は 認 む る を 得 ざ りき 。 (Amer. Min, 
25, 91~110, 1940) (HHI 
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6247, 火成岩 ORE COB th KR 
Schairer,. J. FP. 

KBE HG EER TS Sie BUS 
Briel C, ALBMoe Livan’, 
S103, Al,O3, Fe,03, FeO, MgO, CaO, 
Na,O, K,O, H,O, TiO,, の 10 fine 
化物 を 以 て その 99% を 構成 され , 最 る 
TEBE te S MARIS BG, AR, FHP 
A, 2%, RARUORREV, HOTK 
成 岩 の 本 源 問 題 の 解決 に は WEED 10 種 
DRL Halt] O7E 1G HIRO DEF, We Se Mie 
Bit © FANS PEFE DG te V4 過去 30 fe 
年 , Geophysical Laboratory IcJA Cla 
幾多 の 研究 者 の 共同 研究 た より 潤し き 成 
REDE V, COVA ITH ICBE 
PRR SBIEEICK SQOKLT HM 
PFGE SIMBA BHM BIC K BSB 
{ OBMETES & URS , TUBE © yh ic 
於 て も 42°C の 誤差 を UCRBE HS 
を 得 。 こ とれ と 陀 ひ て , 題 徴 鏡 及 び X-= 線 等 
に より 得 ら れ た る 生成 物 の 決定 を 行 へ 
Vo 

か く の 如 くし て 得 ら れ た る 結果 の 例 と 
LC, JRE RS AP ASHE SR, 
連 貫 混 上 品 を な す 座 長石 一 曹長 石 系 , BE 
AAI & BS STARE HG BER ICE 
SUL, RICA Bh b RIC ALR RS 
CaSiO,-MgSiO,-FeSiO, Ovi i AO 
AG BAPE & 6 [OZE WG fa] & JN Os cE RAS 
HY, (Sci. Month. 49, 142~154, 1939) 
CARED 
6248, 7YARVYFII| Killarney 除 近 に 


於 ける 花岡 岩 化 作用 Quirke, T. T. 
wb Killarney 4é hij 4 ABE ARAB 
は ヒヒ ュー ロン 系 と 見 られ る も ゃ の 及び その 
HEYRIC REO & 3 Miah A AIO & HSS 
BH ICOV CL, F CHEM, MRK OS 
PER ALGRTERB LE SLORS.LEKO 
DEAE AF IC RV REALK RIFT O % OTe V 
tM~bHReKEV, KOWMKCCTzRHS 
he 6—FEMIC HU, Killarney ょ より 
60 mia George Lake KJ TIX, TOF 
岩 よ り Gowganda jet 2 —*8~0,5E 
JC 7A S.A D> te SAH IRGE DS TBD bNS 
KcHny, toy RBRL ean 
ye 7 Rie L O PE fe ix Killarney 
ょ り Wanapitei Lake の 南東 隅 に 向 ひ 
PAE MUIR E RT. Pete lte = — 
Y KAKO, EAH OPEL Ve By BRICK 
£ OD SERRE L CHD, iit LC SR ir AFR IC 
WS CKite } MR OIE IC HURT D BEAR 
JEMBOMAKR EVE t—-uyRAAO 
BERG © AE TA EEF ELEO % D4 UE 
SODA BROWNE as (IX HAT, FZ DOE 
2-uy he He AGL, AcE 
さる さき で ある 。 BWA! FE ii 
MEE Eat ST EROS, Se We ASN 
ci SBS OA AOMBM ROB 
HHSSLEWSMICIT, HERSLO 
Lit~*% VY, (Bull. Geol. Soc. Am, &1, 
238 ~254, 1940) (加藤 】 
6249, Vermont ji], Ascutney [Lt 
FAK Bes fet SHABBIR 
W., Chapman, C. A. 


Chapman, R. 


3g Ascutney 山 は 1903 4 Daly の 
PIES EMIS SIC (KV ARM be S 


#> 54(46) 


se BR MY Re 


4h 218 


Pr te S BSE SM A © Hr Woes BU He ee 
Hic SL te BREA SRE % SEIS ep AIC a) 
Se eae ae 
< (1) Cloos » #}3- forceful injertion 

JES, RX (2) Daly だ よる piecemeal 
stoping を 以 つ て する sk (3) 
caldron subsidence た よる も の な ちら 
ん と せり 。 HS MBA EN (ARIS 
HeBLe SHS, HK Ra O kth ay 

in wesw beet) 
oS i sara cei) 
i ALK OS RRzEAT Sc 2, 
Ascutney Me AEN か 
S Siete S WAR Ook WAH, 及び 小 
Ascutney NOP ABOW RA OBE, 
更に 順次 新しい 導入 の 中 心 が 炊 第 た 東 に 
PV SELB CYUOCT, BKBR 
BSP -2ARMOKRS 7a YZ OEIC 
LOCH ¥ Cie VY LREA OBERE & BE 
2 Y, (Bull. Geol.Soc. Am.,51, 191~ 
212, 1940) [加藤 〕 
6250, idaho 川 Big Craters xO & 
CRONSIBRORBIRS Nichols, R. 
ies Stearns, (Cock, 

7 4 &® x JM} Moon National Monu- 
ment © Big Craters に 見 ち れ る 火山 礎 

fis £ BIBS SSW OVE © PERS R 
HEE, TEAR, TUR eA LCR YD eR IR 
et, VUEEOMRIZS( OYA, K 
出 岩 塊 , CLLEGE, Ik LU TASS SS aR ER RA St 
EN OVE EP XL HR BS 3 ICHAT B&O 
で , UES ES: Ome eS S fic, Hoe 
EK TS & © [REO DEY % 3 wb 
の 存 せ し を 示す も の で ある 。 REICH 


> TH 7 


0 (i BEA, 


wk UBF SH, * RHE AIT 


HELEP SMHOM SB Mick ni, 
we pile as gee ean oe 
た る と と に よる も の な る 例 を も 認め た 
i (Am. J. Sci., 238, 22~31, 1940) 
Cin HE 
6251, North-Central Utah 地方 先 カ 


ンプ リア 系 結晶 片岩 Eardley A. T., 


Elatele RR 

PILE OFF Blk Bk CASA, S4 PR 
MEK eC SFA, TA Gr Wilt 2 RD US STE 
PERM PORE VRS *kRBIS, * FEE 
a, 石英 片岩 , tina hos, Bor 岩 及 び 
FEHR NSEC SMB ICL TC, tO BG 
BEBRE Ga HE BH © ALIS BE fF © ARS 
eGR ts Wiese 
WIDHERA KRESS % の な る ご さく, 兵 
他 花 論 岩 質 砂 内 の 如 き は 附近 に 婚 存 を る 
火成岩 より 直接 た に 座 さ れ た る も の と 見 彼 
33, MMOS OXF AH OMAK, 4H 
PR, er UR BK a SE ts D DBO I HR AEIC 
VBL CSHASHN EV, KRIS Eh 
BE, MSEC AST Se, ROR 2 Re oe 
SOR Sate idan 
ZPRESBOILLT, COMB Lay o Ke 
果 に は RE fe < 
WILLA V, HMO HAMEL 

THICHEHeS Farmington Canyon 
FANE © TR He PA , TS TE AR ee De UY AL 
MORTLTCARMC KH, BAI R~ 
TH REBE Oi) FSR N C ORT Mae te 
SRM MMA OIkAY TY TR 
D% の で ある 。 JER D He SE DS, RRC 
TITS AY) © Beh Faw AE & Wu Clk, UE Day 
WoOMR(C LS HAIC MS BS REE 


VIS Gg 
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鉄 抄 55(47) 


1c GRE 興 ふ る を 認め is ‘ee Geol., 48, 
58~72, 1940) (in HR) 


2Ehk eB 


6252, SLAC RU SEO RRR 
て a FAT HE 

SAK 15 (CIM YH IC TT 2 TBP OD TE 
IVES L be } SEAG O IRR OSE, (1) HE 
FEI BS TUE WER UE L AC MERE BE & aS peg 
LENS US CC MEFS L, HAR IG RE I 
Nernst » HRiC3E Ic ZA NY IC 
SEZ (CRC MERBEIC LSA YU, iL 
CT AEE TE OX OBE , HE MIE TN Ne SR 


OHS MICO BR Y, (2) SEA 


D SAS k ILA © HALIM PAIK IA 
SiR SE MEK (& Bodlander ot 23 & % TE 
LWt#rbnSeL, (3) SAME 
VE YE SPREE & (LIE L wD S 2 0.025% に 
極大 あり 約 3 倍 に 達する 。 (4) 初速 度 を 
比較 する に 0.03% KCN に 極大 値 あ り 。 
浴 解 速度 は 人 金 表 面 上 に 深 液 ょ り 接 散 し を 
PRS OFF (ein © 72 WE © bE AS Elsner 
の 式 の 比 で ある 場合 が 最上 な り と する 理 
論 に より 敷 億 的 た 乏 を 読 明 せ 9。 (5) 
PLE SED MIMIC HS THE B i REL ILOH’ 
イィ オン の 微量 の 添加 た にょ つて で とれ を 妨げ 
Sc LOWRS tte KOH, Ca(OH), 
KOXP RR YS HIE OH イオ ン の 
OAR pH 12 ewes & PAB (bake IF 
が 極 あ て 傘 易 な る と こと と に より 府 明 す 。 
(HMB iS, 56, 7~21, A 15) [加藤 ] 
6253, Comestock Lode に 於 ける プ 
ロ ピ ライ ト 化 作用 Coats. R. 

プロ ピ ム イト 化 作 用 に つき , 叉 火山 現 


Se 


支配 され ず | 


| 
pan 


RERUN THIEL 之 と の 開 係 , 及 びそ の 
起源 等 に 開 し て 摘 鉄 し , 以 っ て 動力 狗 
質 , 自 水 和 作用 , AO — Be ENR IC & 
る 後 火 山 現象 に 基く る の と を フ ' ロ ピラ イ 
ト 化 作用 に 謀 す る 原 好 的 説明 と な し , フ 
ロビ ピラ イト な る 用 語 に 諾 する 限定 を 奥 へ 
LE ROT IK BES D , P \ BRITO tev, 
TA EME 7D 28 ME DK LESH epipropyrite 
Ait VU, iii Cc Comstock 地方 の 一 般 
SWC, ME Te S ZEUS HG £9 PS a Ze 
AIST EMO, MR EN OA te STG 
成 と し て (1) MASH (2) アロ ピラ イト 
化 , 及び (3) 8A 74 (EL RRR YU, 
(1) ET OUI BRA ICaLRES 
IKAR SAIS LOX , (2)ILHOMALICE 
UM Ste SIMPVAMICLSLORS~ 
{ (3) BIC IEIR (EA IC Gt 3% Ore” 
Y, (Econ. Geol, 85, 1~16, 1940) (im 


mS) 


6254, MINORS ARON NA th 
WITH IC IAG 3 SRSA wi ON TED rE It 300 
余 個 所 た に た 上り, 各省 た つき その ME RO 
Yo MLC, KEE 44° 以 南 に 窓 た 分 
AL, hOB OE AS & Ml Re O 1H ly & Ay 
3 AGERE © BN BE 1k Bey APRESS L&E 
Ty nS EL, BURR AT HO % OCA 
OPRARIL, WGIRF, 天 実 山 , BRAS & te 
D5 DRA © oy Ai ERIE He LA AES 
79 7 55 Oo RK es kD HR RES i, 
SU PU AER IS BEC LC Tt BRR kD 
Rife&ét L Clit HRRO GCA CIES 
BY OR’S  , HPL FE HZ IK 
Ke tb, WA, LUA, ee Oy © 
を 少 上 敷 と な す 。 ART, WRG, SR EEBR 


the 


AG 


fb 56(48) 


ae A BE i) BER 


#4 250 


4 BRS , FPR W IC O & aE TAS BRR VE 
JERI AUR EERIE IK a 0 BABIES Be 
(ij STL, BER OD = PRRICARM Sh, Be 
PE FEIADRARIZIE 90% を 占め , 更 た に 乏 を 細 
WL COL RL REBBILERKEAH 
PEE SH MATE iS, HRA BIC LOT 
BRE PO % OE MBBMO BAK AR 
LAT, REMWACIA CAKE OM 
KART SLODV, WbRIM, AK 
紀 (GARB) 及び 中 生 代 末 (8 TS Tee Sak) 
O KWH ICL UAT © AR Sik S 
る の 多 し と す 。( 族 順 工 大 紀要 , 12, 205 
~241, 1939) [加藤 
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6255, ROSA SA AAS 
levskaya, L. V. 

油田 RUBE ACG 676 BASH 
究 方 法 に し て , SPCR CHRAPKAE 
S NBME BIS Oe DAB AOE 
He GAL, PKA OF ME MKB 
F ZIBB ICKY CHROMA EMS 
ん と する も の な り 。 TA AIT WACK 
ける 各 衝 岩石 を 有機 深 詳 に よう り 試 験 を る 
結果 に よれ ばば, 岩石 中 に 含ま る ヽ ゝ 有機物 
の 基 及 び 性 質 を 常温 に 於 て 速 か に 決定 し 
{EYL WL CHOMS RRO eR FI 
BY RUG HMOB De XY fab 1 HBR 
し 等 位 線 を 作れ ば , 堆 症 相 及び 構造 的 原 
Bic & SAKE ty & TE © BR (EE MY iT 
し 。 VE HIO FRB A AO RIE IC AIS 3 
CL TY 2 EE HO WK, t OR 
AY, 縮合 的 性 能 , その 水素 を 活性 化す る 能 
力 等 は 今日 迄 無論 せ ち られ 座れ る も る の な 


Khme- 


Yo MAF Mls ERMA LRT SS 
LDV, CHEOBMHKE MRSS 
HJ A HEARD, (17th. Intern. Geol. 
Congr., Abst. 29, 1937) (Sy ta] 
6256, アプ シェ ロン 油田 産油 層 の 成因 
Baturin, V. P. 

(1) 7TH yvsEy PERE OWES 
Uh © PEM IBIS ROR AO ITN £ 
DRY, 2H 200m CHT, HE MIE 
水生 物 の 化石 を 含む も AL CBR 
し く , そ の 中 部 鮮新 な る 層 位 は 上 下 の 黒 
RRC KY CHEE TS ALLOY, 

(2) と の 地層 に つき て は 従 來 (a) KK 
@, (b) 三角 洲 説 , (c) 洪 海 説 の 三 褒 が 行 
は れ , 大 部 の 人 々 は 現在 の コー カサ ス 出 
MKiéiKBekeB2-AAzWIKE VY eONE 
HERRERO EBS ULL OLHCLRH 
Je 

(3) SHOR FB RRLCKEORE 
ょ うり 成り , (a) FEMI OR HR S HIME 
A ORMEM IK LY HEE KK 4p, (b) 
a> \ STR & PERL  S BAW RUE ATE 
を Brammel 法 た より 決定 する も の に 
LT, COFRICE UH BS OF 
を 香 を すり 。 

(4) 其 ぐ 民 て で 堪 域 計 湊 デジ ェ ョ ミミ デン 
a (kyanite-ilmenite) , WF VaRYE 
(zircon—epidote), 7 7 lm (hornblende— 
pyroxene), #2vu7 yk (garnet-horn- 
blende) 等 の 陸 原 性 春物 度 に 分 た る 。 

(5) WAI CHU ICTS 3 REAL 
成 は な, 症 分 的 に は 現在 の 河 成 堆 症 , 微 分 的 
に は 各個 の 岩石 た に つき 主 究 し て 夫々 の 地 
EEL 


線 251 p> oh #5 57 (49) 
(6) 上 の 三 法 の 縮合 結果 は , ア プシ ェ | AMRLIEM DLT, LiSi,O, a Hic 


ョ ロン 葉 は ロシア 章 原 より, チェ レン 庵 は 

HRM LY, WP VARY Biba 
AYAOWRM, 7 7AM. BRR 
Os a—- DAL VA HBWOMBE 
受け た る を 知る 。 

(7) TR RAO HHLO WE FEO HG LIL, FH 
ROWEIC AUC & 3 aR ORAS HE 
積 な る を 示す 。 

(8) 産油 層 を 被 禁 する アリ チャ ギリ ア 
ン 階 た 近く 南 , 中 部 裏 海 は タッ ラル 構造 線 
運動 の 松 活 と より 著 レ し き 沈降 を 生じ , ア 
クチ ャ ギリ ア 海 の 人 迄 入 を 見 る た 至れ る る も 
の に し て , ペ クー 地 方 の 地下 200m ら の 


HA EO ine % oO —# te V, (17th. 
Intern. Geol. Cngr., Abst., 28~29, 
1937) (iets J 

FRR 物 


6257, Na,SiO,-Li,SiO,-Si0, o= 

MiB Isracek, F. C. 
Na。SiO。-Li。SiO。-SiO。 ROB MEMG 

BARE IB RUB i eI CRE 


Vo 三成 分 化合 物 は NaLiSiO, 一 っ の 


BIC T, Zid Hh (Na。,NaLi)SiO。 Osi | 


Bek iel 847°C ic CHER E ET 
液 相 より primary phase £LCHalli> 
る も の は (Na,,NaLi)SiO, JAM 
sie > Li,SiO,, Na,Si,O,;, Li,Si,O, 
の 三 者 , MUP O = SHR-AK, MEA, 
クリ スト ベル 石 な り 。 液 相 面 は 2 つの 三 
esr Fe fk BAe AT. 1 は 697° で (Nay 
NaLi)SiO3, Li,SiO;, KU Na,Si.O,, 
他 は 637° で Li,Si,O,, Na,Si,0, KU 


, tel) BREE | 


TSAR & AL, © RMI BE Ik Li, 
SiO,-SiO, # 2 1033° xy Li,Si,O,, 
LipSiOg NagSi,0, AUPE L BMG ERO 
SR RH OD fy th HC MERE 641° まで 降 
下す 。 ARE: GO th B im pelt 867°+ 
3° cL, Fenner {ff 870°+10° itz 
TEL) Xo HRMITOT 7 AONE 
Uwe 0, Na & Li (LAP HIZAE ICI 
Race を 論議 し , 特 た に その 理論 的 方 

を 考慮 せり 。 Na。SiO。-SiO。 系 及び 
Rl 


少 訂 正 そ せる 所 あり き 。 (Jour. Am. 
Chem. Soc. 61, 2863~2877, 1939) 
CAAT 

石 ie 


6258 石炭 液化 の 研究 4. KE A AE 
に よる 水素 の 製造 BAN Oe 寛 
TKPE A A BCREIC IS DF S PBC EEE OD PE 
HE IC RES EE L, MRED EEE ICA DS 3 
條 件 を 明か に し じ し , 更に 水性 ガス を 使用 し , 
中 間 規 模 設 備 に 依り 上 訪 の 試験 を 行 ひ 以 
TREBLE © BC REUR © (15 3B D Be A ic Bre 
Vo ML CKAMAOM * BW RA~R 
Yo 即ち (1) 7hRED % RIC S 3 Bk 
SARIN: 2 THe & GAR L , 4 BH A HE PARR IC 
PLY pao IMIK £ S po FMC 
ば ほす 影響 を 詳 述 し , (2) fMko Bre Ic & 
SPEER SE DOEMRBRVUTMO 
Ae (keksor I< GRRE & EA LC RD SD By 
媒 の 活性 た 就き 比較 し , (3) PR eae AE 
OPEV PEIC O & BL, HR LE HO WS 
Ck SRI THS, (4) UHR O 


#> 58(50) 


JEBOULIKPED 2 RHE OD MERIC HEE LT 
2COGCOg+C © HBA ES HICE SY 
DEL, RREABE, iE OD PE PTR OTK PE 
ARMED ICIS SM AFD AA Ic HAE 


さる べき 事 を 推定 を そり 。 (5) BL BE | 
X(N SBE ZICH SLE OB | 


FHICIK SBME GIS SII & be 


ET, (6) 中 間 規 横 設 備 に た ょ り FegOst | 


10%Cry03+3%MgoO 妨 媒 を 用 ひ 水 性 が ガ 
> Be MEGA & FE ht LB HE He PR IK k OH 
MB % Rod HOG: SHIA MEPPIC HS CHG 
作業 を 行 ひ た る 場合 の 結果 の の 一端 を 示せ 
り 。 (ABE, 41, 1~35, WB 14) [加藤 
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6259, 正 断 層 及 逆 断 層 の 生成 に 開 す る 
プラ スチ ッ ク 論 本 條 件 TB sell 


HER HOAAIC & Y ,HLERDS BRIE Cig 
NRT OMA IC HC ESE VY 
逆 断 層 が 可能 な る る も 正 断 層 は 可能 性 が な 
い 。 SEM AAA Cie IAS Hic T ICI 
KP CoOLANTe. KERB S 


DPX 4EFREREOL OBES | 


BE, ELBE ICZEFTH Ih] © WC Ai AS BED WH 
か と いふ 事 , 重 力 方 向 が 球 と 平面 と で 根 


本 的 に 洋 ふ と いふ 2 個 の 原因 に ょ る 事 を | 


明 に せり 。 証し て 球形 の 液 駄 地球 が 園山 
WRC te S & SAAC RET DS HAR S WHE 
MB, 4ORRMEERKEURET 
SILIN Mets SB , Me IF OMAR a 45° よ 
QI ¢ ,Fhb § 30° MRSS, AS 
lah I As CGR D MFO —/iibor © PERL ZS 


aR RR B 


ga 252 


Wi ase L te, TOE TE bah IF asHl ir 
SV ARRBE TEV, CORED TH RHE 45° k 
VAX CO° MRC RSL.ORBEA Lik 
So (EHF, 17, 661 ~874, #2 14) Cin FRI 
6260, BPRS MORALS HR 吉村 
faa 

昭和 14 年 8 月 筆者 の 205 Bio itl PRICK 
X OHR BE fal & mm OL PRE 161 米 , 平 均 


| PRUE 94.02% AA 1.06 HH VET 


RRA ERSTHS RRB K VRS 
BL, biti A CHK SHE & BAL 
Yo iil CHAO RIA ic BAL Cla, Heme 
MeaiiCk SH25E LFSE VIE, BHU 


ASICS LD Sirk to ER 
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